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。
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璽
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平成6年度一一般会計予算

32億3，600万円1（蠣年比、．，％増）

　
三
月
定
例
議
会
が
．
｝
月
七
照
か

九
鷺
ま
で
…
開
催
さ
れ
、
　
“
率
成
六
年
鱒
“

の
購
予
算
を
中
心
に
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
六
葎
度
の
一
般
会
計
予
算
は

繭
奪
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
｝

億
八
○
○
万
円
多
い
三
二
億
三
、
六

〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
六
爺
度
の
目
玉
事
業
は
、
晒

浦
騰
地
区
（
豊
田
・
詫
浦
繊
・
繭
之

蔚
〉
の
営
農
飲
雑
携
水
施
設
と
、
田

麦
立
地
区
の
給
水
施
設
、
松
之
山
地

内
の
町
営
住
宅
建
築
絹
地
造
成
事
業

な
ど
で
す
。

　
薦
浦
瀦
地
庭
の
営
農
飲
雑
爆
水
施

購税
2億2，464万2千円
　　　　（7。0％〉

繰入金
王億6，539万4千鍔
　　　　（5．三％）

使薦料及び
手数料・その他
2億749万3千円
＞＼　　（6．4％）

藩庫支出金・その飽
2億5。622万3千円（7．9錫

設
の
完
成
予
定
は
平
成
八
葎
で
、
今

舘
は
第
一
醜
郵
池
、
送
水
ボ
ン
プ
場
、

本
管
鵜
設
ハ
一
、
九
〇
〇
穆
工
事

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
営
農
飲
雑
胴
水
施
設
が
完
成

す
る
と
、
町
内
の
水
道
普
及
率
は
八

○
％
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

　
田
愛
立
地
区
の
給
水
施
設
は
今
年

度
完
成
し
、
水
不
足
に
悩
ん
で
い
た

獲
麦
立
の
方
々
の
不
安
が
解
滴
さ
れ

塞
す
。

　
跡
営
住
竃
建
築
馬
地
造
成
事
業
は
、

平
成
七
年
度
・
八
郊
度
に
建
設
予
定

の
購
営
住
宅
の
敷
地
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

　
町
営
億
宅
は
平
成
七
年
慶
に
｝
棟
、

八
年
度
に
一
棟
建
設
さ
れ
る
予
建
で
、

一
棟
に
十
鍵
帯
が
入
居
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
銀
度
か
ら
下
水
道
工
嘉

が
本
格
化
し
、
湯
本
の
温
泉
街
か
ら

湯
山
間
の
本
管
が
獅
設
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
湯
山
地
内
に
建
設
予
定

の
松
之
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
終
宋
処

理
場
）
の
基
本
計
醸
・
設
計
に
蒼
葬

し
ま
す
．

　
環
准
の
計
函
で
は
、
平
成
九
年
の

春
に
…
部
共
用
開
始
の
兇
込
み
で
す
。

　
簡
易
水
遵
会
計
で
は
、
観
光
客
の

増
舶
に
よ
り
水
不
足
が
深
刻
な
湯
本

簡
水
の
醗
水
池
（
三
〇
〇
琶
新
設

5億9，752万9千円
＼　（王8。5％〉

憲
藪

拶
、　
　
入

町債
2億4，5go万円
　　（7．6％）

　
　
　
　
～

撫
歳

　地方交付税
絡億8．00（｝万円

　（5玉．9％〉

消防費・その勉　　議会費
1億4，765万7千円　　6，0薦万i千円・

　ぐ4．6％〉　　　　α。9％〉

工
箏
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
に
は
広
域
箏
町
村
圏
の
晃

直
し
案
が
提
出
さ
れ
、
松
之
山
町
は

松
代
町
と
と
も
に
圏
月
か
ら
十
田
町

地
域
広
域
帯
町
村
圏
に
編
入
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
，

　
こ
の
見
直
し
は
、
交
通
体
系
の
変

化
や
生
活
圏
の
変
化
に
対
塔
し
た
も

の
で
、
今
後
は
十
環
町
帯
を
中
心
に

広
域
的
な
施
設
整
備
、
産
業
．
文
化

な
ど
の
振
興
が
図
ら
れ
て
行
き
ま
す
。

　
一
般
質
問
は
六
人
の
議
愚
が
行
い

ま
し
た
が
、
く
わ
し
く
は
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

総務費

4億70万王千円
（ま2．4％〉

鷲嬉鷲属鱒
　
　
緯

　
　
出

　
　
　
、

驚
．

歳
　
円
）

　
万
％

費
32
謁

轡
σ
翰

教
禰

衛生費
1億8，167万円
　　　（5．6％）

2

農林水産業費

6億8，965万7千円

　く2王．3％）

ざ轡調網

諭翻ゆ・ノ

商工費
1億4，191万8千円
　　　〈4．4％〉

▼
総
務
費

o
地
域
防
雪
体
鰯
整
騰
嚢
叢
（
松
之

　
山
地
感
）
　
　
二
、
二
〇
〇
芳
円

▼
民
生
費

○
ヂ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
営
箏
榮
婆
託
料

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
二
懸
ガ
円

▼
衛
生
費

Q
成
人
病
予
防
検
診
等
各
種
擁
影
婁

　
託
料
　
　
　
　
　
　
“
一
、
　
六
論
ハ
鰯
万
円

○
禽
併
処
理
浄
化
槽
設
懲
整
備
事
業

　
費
補
助
金
　
　
　
　
購
三
五
万
円

o
津
爾
地
域
衛
鷹
施
設
組
合
顛
撞
金

　
　
　
　
　
　
　
五
、
二
薫
八
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

Q
農
業
機
械
整
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
慧
○
万
円

o
町
単
烹
地
基
盤
鑛
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
八
万
円

○
農
業
撞
い
手
公
祉
出
資
金

　
　
　
　
　
　
　
二
、
八
○
○
ガ
円

○
農
業
撮
い
事
公
社
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
｝
、
○
○
○
乃
円

○
山
村
資
源
活
堀
促
進
纂
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
○
万
円

○
由
村
農
業
濤
牲
化
纂
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
、
五
九
八
万
円

○
亀
石
線
林
道
舗
装
駕
事
及
び
照
菱

　
立
給
水
施
設
整
備
奪
業

　
　
　
　
　
｝
億
一
、
一
ご
篇
万
円

O
緊
鴬
松
鯉
か
ん
ぱ
い
事
業
助
成
金

　
　
　
　
　
　
二
、
　
醐
蕊
．
蕊
力
円

○
農
董
照
変
立
地
鼠
・
天
水
馬
地
区

　
工
譲
　
　
　
　
囎
、
闘
七
八
万
円

○
茜
浦
田
地
区
齢
農
飲
雑
耀
水
施
設

整
備
奮
業

　
　
　
　
　
｝
億
七
、
八
灘
○
万
円

▼
商
工
費

○
地
方
産
叢
簿
成
資
金
貸
付
罐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
（
り
○
万
’
円

「
　　　　㎜　　　『㎜　　　㎜　　㎜　一｝｝
琳

平成6年度
　特別会計予算

▼
土
木
費

○
県
営
道
絡
整
備
事
業
負
挺
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
鷺
○
○
万
円

o
兜
雪
住
．
奮
藩
及
促
進
蜜
叢
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
闘
照
○
．
万
円

○
道
路
萩
漫
改
畏
費
（
圏
件
）

　
　
　
　
　
　
　
照
、
　
．
、
六
一
一
力
円

○
湯
塞
兎
繊
線
改
輿
薫
纂
ほ
か
工
件

　
　
　
　
　
　
　
七
、
三
八
五
万
門

○
讐
上
薙
芸
若
　
一
、
○
○
○
万
円

▼
教
育
費

○
松
之
由
中
掌
校
大
規
模
改
造
裏
業

　
　
　
　
　
　
　
八
、
○
○
○
．
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

レ園昆健康保険

　○事業勘定　3億3，854万5千円

　○松之由診療所勘定
　　　　　　　3億王，997万3千円

3億7，964万2千円〉老人保健

》簡易水道事業3億3，100万円

O〉下水道事業　3億4，073万4千円

榊

　
県
の
道
踏
改
良
工
纂
に
禽
わ
せ
て
、

松
之
出
と
湯
山
で
下
水
遵
の
本
管
箱

設
工
箏
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
ど
ち
ら
の
瓢
事
も
｝
○
O
m
と
短

か
い
距
離
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
水
格

化
す
る
本
管
擶
設
工
懸
の
第
一
歩
と

し
て
叢
要
な
黒
欝
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
管
の
直
篠
は
二
〇
㎜
、

地
瀬
よ
り
｝
m
践
○
α灘
下
に
鞘
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
腿
月
中
旬
以
降
、
湯
塞
の
灘
衆
街

懇
鱒

の
毒
管
布
設
薫
纂
が
始
ま
り
ま
す
。

　
現
姦
の
欝
瀬
で
は
第
一
期
計
薩
区

域
（
松
之
山
・
兎
繊
、
新
由
・
湯
山
．

湯
添
・
茨
水
越
・
天
水
島
｝
の
工
事

は
、
平
成
五
年
度
か
ら
十
一
年
度
ま

で
の
九
か
奪
の
予
定
轡
、
す
。

　
ま
た
、
平
成
九
年
春
に
は
酬
部
洪

用
醐
妥
を
弄
足
し
て
い
ま
す
が
、
大

醗
膜
な
工
事
と
な
り
ま
す
の
で
計
爾

ど
お
り
£
嚢
が
進
む
よ
う
皆
惑
ま
の

ご
協
力
を
霧
願
い
し
ま
す
．

灘
、
灘
謹き　む　ロロロロロぼ　ロロロロロロロロロ　　ロ
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平成6年度一一般会計予算

32億3，600万円1（蠣年比、．，％増）

　
三
月
定
例
議
会
が
．
｝
月
七
照
か

九
鷺
ま
で
…
開
催
さ
れ
、
　
“
率
成
六
年
鱒
“

の
購
予
算
を
中
心
に
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
六
葎
度
の
一
般
会
計
予
算
は

繭
奪
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
｝

億
八
○
○
万
円
多
い
三
二
億
三
、
六

〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
六
爺
度
の
目
玉
事
業
は
、
晒

浦
騰
地
区
（
豊
田
・
詫
浦
繊
・
繭
之

蔚
〉
の
営
農
飲
雑
携
水
施
設
と
、
田

麦
立
地
区
の
給
水
施
設
、
松
之
山
地

内
の
町
営
住
宅
建
築
絹
地
造
成
事
業

な
ど
で
す
。

　
薦
浦
瀦
地
庭
の
営
農
飲
雑
爆
水
施

購税
2億2，464万2千円
　　　　（7。0％〉

繰入金
王億6，539万4千鍔
　　　　（5．三％）

使薦料及び
手数料・その他
2億749万3千円
＞＼　　（6．4％）

藩庫支出金・その飽
2億5。622万3千円（7．9錫

設
の
完
成
予
定
は
平
成
八
葎
で
、
今

舘
は
第
一
醜
郵
池
、
送
水
ボ
ン
プ
場
、

本
管
鵜
設
ハ
一
、
九
〇
〇
穆
工
事

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
営
農
飲
雑
胴
水
施
設
が
完
成

す
る
と
、
町
内
の
水
道
普
及
率
は
八

○
％
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

　
田
愛
立
地
区
の
給
水
施
設
は
今
年

度
完
成
し
、
水
不
足
に
悩
ん
で
い
た

獲
麦
立
の
方
々
の
不
安
が
解
滴
さ
れ

塞
す
。

　
跡
営
住
竃
建
築
馬
地
造
成
事
業
は
、

平
成
七
年
度
・
八
郊
度
に
建
設
予
定

の
購
営
住
宅
の
敷
地
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

　
町
営
億
宅
は
平
成
七
年
慶
に
｝
棟
、

八
年
度
に
一
棟
建
設
さ
れ
る
予
建
で
、

一
棟
に
十
鍵
帯
が
入
居
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
銀
度
か
ら
下
水
道
工
嘉

が
本
格
化
し
、
湯
本
の
温
泉
街
か
ら

湯
山
間
の
本
管
が
獅
設
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
湯
山
地
内
に
建
設
予
定

の
松
之
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
終
宋
処

理
場
）
の
基
本
計
醸
・
設
計
に
蒼
葬

し
ま
す
．

　
環
准
の
計
函
で
は
、
平
成
九
年
の

春
に
…
部
共
用
開
始
の
兇
込
み
で
す
。

　
簡
易
水
遵
会
計
で
は
、
観
光
客
の

増
舶
に
よ
り
水
不
足
が
深
刻
な
湯
本

簡
水
の
醗
水
池
（
三
〇
〇
琶
新
設

5億9，752万9千円
＼　（王8。5％〉

憲
藪

拶
、　
　
入

町債
2億4，5go万円
　　（7．6％）

　
　
　
　
～

撫
歳

　地方交付税
絡億8．00（｝万円

　（5玉．9％〉

消防費・その勉　　議会費
1億4，765万7千円　　6，0薦万i千円・

　ぐ4．6％〉　　　　α。9％〉

工
箏
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
に
は
広
域
箏
町
村
圏
の
晃

直
し
案
が
提
出
さ
れ
、
松
之
山
町
は

松
代
町
と
と
も
に
圏
月
か
ら
十
田
町

地
域
広
域
帯
町
村
圏
に
編
入
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
，

　
こ
の
見
直
し
は
、
交
通
体
系
の
変

化
や
生
活
圏
の
変
化
に
対
塔
し
た
も

の
で
、
今
後
は
十
環
町
帯
を
中
心
に

広
域
的
な
施
設
整
備
、
産
業
．
文
化

な
ど
の
振
興
が
図
ら
れ
て
行
き
ま
す
。

　
一
般
質
問
は
六
人
の
議
愚
が
行
い

ま
し
た
が
、
く
わ
し
く
は
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

総務費

4億70万王千円
（ま2．4％〉

鷲嬉鷲属鱒
　
　
緯

　
　
出

　
　
　
、

驚
．

歳
　
円
）

　
万
％

費
32
謁

轡
σ
翰

教
禰

衛生費
1億8，167万円
　　　（5．6％）

2

農林水産業費

6億8，965万7千円

　く2王．3％）

ざ轡調網

諭翻ゆ・ノ

商工費
1億4，191万8千円
　　　〈4．4％〉

▼
総
務
費

o
地
域
防
雪
体
鰯
整
騰
嚢
叢
（
松
之

　
山
地
感
）
　
　
二
、
二
〇
〇
芳
円

▼
民
生
費

○
ヂ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
営
箏
榮
婆
託
料

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
二
懸
ガ
円

▼
衛
生
費

Q
成
人
病
予
防
検
診
等
各
種
擁
影
婁

　
託
料
　
　
　
　
　
　
“
一
、
　
六
論
ハ
鰯
万
円

○
禽
併
処
理
浄
化
槽
設
懲
整
備
事
業

　
費
補
助
金
　
　
　
　
購
三
五
万
円

o
津
爾
地
域
衛
鷹
施
設
組
合
顛
撞
金

　
　
　
　
　
　
　
五
、
二
薫
八
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

Q
農
業
機
械
整
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
慧
○
万
円

o
町
単
烹
地
基
盤
鑛
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
八
万
円

○
農
業
撞
い
手
公
祉
出
資
金

　
　
　
　
　
　
　
二
、
八
○
○
ガ
円

○
農
業
撮
い
事
公
社
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
｝
、
○
○
○
乃
円

○
山
村
資
源
活
堀
促
進
纂
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
○
万
円

○
由
村
農
業
濤
牲
化
纂
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
、
五
九
八
万
円

○
亀
石
線
林
道
舗
装
駕
事
及
び
照
菱

　
立
給
水
施
設
整
備
奪
業

　
　
　
　
　
｝
億
一
、
一
ご
篇
万
円

O
緊
鴬
松
鯉
か
ん
ぱ
い
事
業
助
成
金

　
　
　
　
　
　
二
、
　
醐
蕊
．
蕊
力
円

○
農
董
照
変
立
地
鼠
・
天
水
馬
地
区

　
工
譲
　
　
　
　
囎
、
闘
七
八
万
円

○
茜
浦
田
地
区
齢
農
飲
雑
耀
水
施
設

整
備
奮
業

　
　
　
　
　
｝
億
七
、
八
灘
○
万
円

▼
商
工
費

○
地
方
産
叢
簿
成
資
金
貸
付
罐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
（
り
○
万
’
円

「
　　　　㎜　　　『㎜　　　㎜　　㎜　一｝｝
琳

平成6年度
　特別会計予算

▼
土
木
費

○
県
営
道
絡
整
備
事
業
負
挺
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
鷺
○
○
万
円

o
兜
雪
住
．
奮
藩
及
促
進
蜜
叢
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
闘
照
○
．
万
円

○
道
路
萩
漫
改
畏
費
（
圏
件
）

　
　
　
　
　
　
　
照
、
　
．
、
六
一
一
力
円

○
湯
塞
兎
繊
線
改
輿
薫
纂
ほ
か
工
件

　
　
　
　
　
　
　
七
、
三
八
五
万
門

○
讐
上
薙
芸
若
　
一
、
○
○
○
万
円

▼
教
育
費

○
松
之
由
中
掌
校
大
規
模
改
造
裏
業

　
　
　
　
　
　
　
八
、
○
○
○
．
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

レ園昆健康保険

　○事業勘定　3億3，854万5千円

　○松之由診療所勘定
　　　　　　　3億王，997万3千円

3億7，964万2千円〉老人保健

》簡易水道事業3億3，100万円

O〉下水道事業　3億4，073万4千円

榊

　
県
の
道
踏
改
良
工
纂
に
禽
わ
せ
て
、

松
之
出
と
湯
山
で
下
水
遵
の
本
管
箱

設
工
箏
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
ど
ち
ら
の
瓢
事
も
｝
○
O
m
と
短

か
い
距
離
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
水
格

化
す
る
本
管
擶
設
工
懸
の
第
一
歩
と

し
て
叢
要
な
黒
欝
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
管
の
直
篠
は
二
〇
㎜
、

地
瀬
よ
り
｝
m
践
○
α灘
下
に
鞘
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
腿
月
中
旬
以
降
、
湯
塞
の
灘
衆
街

懇
鱒

の
毒
管
布
設
薫
纂
が
始
ま
り
ま
す
。

　
現
姦
の
欝
瀬
で
は
第
一
期
計
薩
区

域
（
松
之
山
・
兎
繊
、
新
由
・
湯
山
．

湯
添
・
茨
水
越
・
天
水
島
｝
の
工
事

は
、
平
成
五
年
度
か
ら
十
一
年
度
ま

で
の
九
か
奪
の
予
定
轡
、
す
。

　
ま
た
、
平
成
九
年
春
に
は
酬
部
洪

用
醐
妥
を
弄
足
し
て
い
ま
す
が
、
大

醗
膜
な
工
事
と
な
り
ま
す
の
で
計
爾

ど
お
り
£
嚢
が
進
む
よ
う
皆
惑
ま
の

ご
協
力
を
霧
願
い
し
ま
す
．

灘
、
灘
謹き　む　ロロロロロぼ　ロロロロロロロロロ　　ロ
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1
寸
の
F

4

　
・
縁
．
十
七
縫
松
之
由
灘
泉
ス
キ

ー
場
界
＼
ス
キ
ー
シ
蓬
ズ
ー
最
後
を

鱗
る
第
十
　
興
彰
～
山
温
衆
ス
キ
ー

カ
…
ニ
バ
ル
・
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
卑

ベ
ン
大
会
が
行
わ
れ
求
し
た
。

　
繭
繍
か
ら
隆
り
積
つ
た
新
懸
．
戸
麟

場
や
ゲ
レ
ン
デ
を
真
っ
欝
粒
染
め
、

会
場
作
り
を
す
p
人
た
ち
は
朝
皐
く

か
ら
汗
を
流
し
て
い
家
し
た
。

　
味
の
名
店
街
が
始
ま
る
午
麟
十
購

順
か
ら
天
候
が
徐
々
に
麟
獲
し
、
テ

ン
ト
の
繭
に
は
勢
い
の
良
い
掛
け
声

に
つ
ら
れ
た
長
い
列
が
で
き
デ
、
い
ま

灘
、

織識

し
た
。

　
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し
ガ
、
い
た

「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
P
メ
シ
ョ
ー
」

は
、
併
鹸
十
一
縛
と
午
後
｝
時
三
十

分
の
二
回
行
わ
れ
、
独
特
の
し
ん
ち

ゃ
ん
、
集
で
欝
場
メ
｝
沸
か
せ
て
い
ま

　
シ
・
ー
が
終
る
と
サ
イ
ン
会
や
撮

影
会
が
行
わ
れ
、
受
付
に
は
子
供
た

ち
の
長
い
行
列
が
磐
、
き
ま
し
た
像

　
ま
た
、
纏
鯛
と
な
っ
た
モ
チ
つ
き

疲
渦
は
獲
午
か
ら
行
わ
れ
、
腹
を
す

か
せ
た
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
次
々
に
お
か

わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
、

　
繊
年
大
磐
窪
の
甘
瀬
・
ト
ン
汁
の

無
料
サ
…
ビ
ス
は
、
翫
峯
瞬
臨
は
大

ナ
ベ
が
か
ら
っ
ぽ
紀
な
る
ほ
ど
混
雑

し
て
い
ま
し
た
．

　
ゲ
レ
ン
デ
で
は
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア

ル
ペ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
小
学
生
か

ら
｝
般
ま
で
約
二
〇
〇
名
の
方
が
タ

イ
ム
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

　
選
夢
た
ち
は
灘
々
と
変
化
す
る
、

質
に
悩
み
な
が
・
、
一
〇
〇
分
の
一

秒
差
を
争
っ
て
い
ま
し
た
．

2鋒ヨつ㌧・アこモチ1まアッとし・う間になく

なりましf二，、

畷鞭鎗羅、』…1

正午頃には大ナベがからっぽになった

甘酒・トン汁の無料サービス

＿一一一一一一一一帥一一一一輝一嚇櫛燗聯　障聯聯淵螺事　第『
電
垂
垂
垂
嚢
昼
昏
勇
垂
垂
垂
彗
彗
彗
塁
登
垂
垂
垂
嚢
彗
垂
甦
垂
垂
韓
嚢
彗
騒
敏

　
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会
成
績
　
∞∞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
劇

〈
7
シ
ー
ズ
駅
、
魚
取
後
の
ア
ル
ペ
￥
、
・
大

瓜
蔚
、
で
あ
る
、
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ベ

ン
大
点
．
の
成
鑛
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
タ
イ
ム
は
二
本
の
禽
計
タ
イ
ム
、

．
磨
校
名
よ
大
会
当
縛
の
駈
騰
校
で
す
。

（
松
之
山
購
関
係
十
位
ま
啓
、
掲
載
）

▼
小
学
生
男
子

①
稿
催
光
弘
（
松
之
山
小
）

③
相
沢
蟹
（
〃
　
）

⑥
禰
原
翻
志
（
松
羅
小
）

⑦
橋
班
作
（
〃
）

▼
小
学
生
女
子

②
賜
橋
救
代
ハ
松
羅
小
）

2　2　2　2
…　　　　分
55　S4　48　4｛）
。　・　。　秒
｛）1　57　3345

2
り
2
・
《

　
護
　
　
4

③
隔
橋
楽
灘
子
ハ
松
羅
小
）
　
ウ
幅
分
娼
秒
3
7

④
灘
端
理
炉
典
ハ
松
之
撫
小
）
　
2
．
嶋
．
釦

⑥
小
野
塚
千
恵
ハ
松
羅
小
〉
　
2
．
蕊
．
槻

⑦
轡
山
亜
紗
葵
（
松
之
山
小
〉
ウ
、
。
騨
・
π

⑨
村
由
薬
搭
（
松
磁
小
｝
　
　
3
。
窃
2
．
34

⑩
滝
沢
ヂ
恵
ハ
　
〃
　
）
　
　
3
．
艇
。
脇

▼
中
学
蛋
男
峯

③
鑑
藤
太
鰹
（
松
之
撫
中
）
　
2
．
36
．
闘

⑧
梢
沢
政
徳
（
　
〃
　
）
　
2
．
蝦
。
鍵

⑩
縣
辺
　
光
ハ
　
〃
　
）
　
ワ
、
・
4
8
．
捻

▼
中
・
高
・
成
年
女
等

②
小
由
鮎
美
（
松
之
撫
中
）
　
2
．
4
3
．
掻

※
蕩
校
、
成
年
男
子
の
部
は
憲
絡

　　　　　　　燗　　　　　　嚇　　　　　脚　　　　　伽　　　　螂　　　劇　聯　榊儲　　　　　伽　　　　庸　　　蜘　　畷諏　鵬脚

費
嚢
ー
登
垂
錘
垂
ー
ー
ー
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制
度
を

ご
利
用
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だ
さ
い
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禽
濠
－
落
滑
造
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た

　
　
　
＠
　
　
　
⑬

〆　　、

田
口1　口

◎4月から難月までの8か月問に眼り運行します。

◎運行日は月2回（隔週水曜日〉で1往復のみです。

◎患者輸送車は普通車（運転手を除くと7人乗り〉を使矯します。

◎診療所が休診のときは運行を取り止めます。

　　　　　　　　《送り》

※下布川地区の皆さんの診療が終了しだい診療

　所前を発車します。

※乗車定員が少ないので、お互いに譲り合って

　ご利罵ください。

※U月23日は祝臼のため、11月22揖に運行臼が

　変更されます。

※問い合わせ先　松之山診療所貿6－2240

《迎え》

㎜

　
　
　
糊榊

菊
蔓
2
0
｝
2
3
㎜
3
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9：玉

似

9：2

9：2

9：3

東　山　柿の本宅莇発

赤　倉　集会所前発

坪　野　福石屋宅蔚発

五十子平　集会所前発

松之山診療所蓉

φ
》

梱
寡

．
6
欝

醗
　
　
　
’

　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
二
一

［二運塑塑コ

直旦ニコ
4月 13臼・27臼 8月 10段・24β

5月 11臼・25臼 9月 14日・28臼

6月 8日　22鷺 主0月 鶏段・26日

7月 王3β・27費 王1月 9田・22β

四
月
か
ら
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
翻
幾
年
金
舗
度
で
は
、
完
全
臼
動

物
価
ス
ラ
イ
ド
剃
に
よ
り
、
年
金
額

や
保
険
料
額
を
莇
薙
の
物
緬
変
動
に

応
じ
て
改
定
し
、
そ
の
価
値
を
保
っ
．

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
照
月
か
ら
年
金
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
新
し
い
年
金
額
は
溺
蓑
の
と
お
り

で
す
’
。

　
ま
た
、
圏
罠
年
金
保
険
料
も
改
建

さ
れ
、
磁
月
か
ら
は
月
額
｝
～
、
一

〇
〇
円
に
な
り
塞
す
。

＼　　　　年　金　額

＼ 平成5年度　　平成6年度
＼＼
　　、

種　　　別

〔蟹民年金〕 （月額）　　　（月額〉

老齢基磯年金 6王，荏42円→62，275円

障害基磯年金G級〉 76，800円→77，842円

障讐基磯年金（2級〉 61，442円→62，275円

遺族基磯年金（子i人） 79，150円→80，225円

老齢福祉年金 31，442円・→31，867円
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一　㎜

三6：05

i7：02

喜
17：04

王7：G7

…・一一・率

17：10

17：12
…
－
ー
誤 17ほ5

東京→越後湯沢→松之
　　　㎜『㎜㎜㎜…丁一”皿｝”｝
上越新幹線iあさひ30
　　　　　＿＿＿．」．一．＿＿．＿『＿＿＿＿旧

松之出→越後湯沢→東京
・～　　㎜㎜写　－－』臼…』’π’｝顎’“”　　　i　l　　　　　｝｝『㎜㎜…一τ｝｝“鴨皿｝｝㎜『㎜

温泉発18⑳目4：・｛｝…遥越．暫聲．．墾塑、聾Ol
商唐揖倉〉発恭三3’㌻｝4：｛）3輝｝京駅葵†－9：・7

　　　・墨　　　　　4一　　　　一i　ト　　　　　・・…』－－’博’『』’

墨鋤8：1傘：05疑璽㌧墾・…発4……皇：・13一▼

煮．…．．．発8118い川㌧控豊、．．．！饗．．．登．．．曾：．！3．

　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　き
蒋入鑓発i　8：潰　i　14ほ｝　l　i越後湯沢駅着　 10：32
　　　．、．、．乳　　一　　　　　　　毒　一…　＾一一一一一一一一一－　　一一一一一聯

“発i8：23い41’茎3目越そ菱湯沢駅酌発1・：45…
編薮藩’ヒす蕊…王5：2（｝…1藁一31r闘r一磁
葬一一範欝蜀蹴置畢☆鷲』磁塑』蓋』ヒ1磁三

㎜霧貰y湿’
一一！・一

照着．H144
『一㎜†｝…“…

愉着iH：50
ユ・・ドー謀一

繭）蕎l　H：02
　　…

ー
i
ー
｝
…
…
ト
i
…
；
ト
…
…
…
｝
i
…
…
『
…
｝
…
L

　
　
　
　
…
ー
，
ξ
「
，
…
，
；
講
…
ー
彗
、
，
，
…
講
，
…
ー
」

橋　　　詰

松之出診療断

湯撫（溝八商店薄

…姫『羅蕊蕪貰1’：零葺』㎜丁”『
　、、．＿＿＿酬．㌍，刊¶．1一、川．“．．ρ．一．一．一邪“1i．．．一＿．“一．．一甲．晒『一．皿一一『“．誤停．脚一．W朝

繕綴とき4⇔戯とき終
』一一一一・一・一・一一一一・㌻一一’『……－～…｝”胴’皿…｝”陀十’い』“”P¶”’一’』脇”

沢駅発i　9：50　1　15：47
徽㎜藩1”ほδi”5ぎ一rl蕊張’

皿疑藩1『』1『1『［1｝rTr㎜況翼

一一一一一一一…一・一・十一　　　　　一一一』・’1

駅　糊　1！：20i17：20　　＿』一＿皿、曲．一紅＿㎝．“．｝＿典．一甲．＿．｝㎜．皿．鷹＿、｝

謹）大人ま，500円1歳以上小学盈まで800円
轍茜£慧漏泉街）には停留断があり鎚んグ）で、発聯獺になり批たら1如騨砿場で

松之山

湯山（清八範

松之山診

橋　　　瀦

五十子平

豪　　　ll

越後湯沢

、ヒ　越　新

越後湯

大　　宮

上　　野

東　　東

　
　
　
㈱
凶

　
　
　
∞

∞
そ
の
募
が
屡
い
萎
篭

　
　
　
∞

∞
の
蓑
趨
る
た
め
の
醗
製
を

㌔
　
∞
　
　
　
　
ひ

馨
紹
墾
　
多
に

覧
㎜
は
、
毫
の
藻
糊
鷹
そ
幼
鯉
整
を

ご
笈
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

を
　
鵬
鰯
度
の
測
胴
を
鶴
響
れ
勇
は
、

芳
欝
場
の
建
馨
へ
ご
震
く
餐
い
．

チ
鑑
▼
対
象
と
な
る
住
宅

た
ユ
　
ゐ

し
』
、
．
　
専
薦
住
塞
お
よ
び
住
宅
紅
供
す
る

ついては、各惟帯に配布しま

町役場振興課費02559－6

嶋＿“ゐ髄圃糊一一　

纏纏鑛、

灘
灘
灘
灘

鷺
鑑
理
鶏
題
ぞ
．
　
　
墾
暑
藻
壱
蕊
た
蒙
姿
．

鱗
難
講
鐸
ハ

癒
禦
撫
麟
噸
度
額
は
霞
閥

斜
驚
鷺
㎜
あ
誘
霧
馨
箋
は
、

課
お
難
雛
欝
鷲
認
定
購
講
鑑
．

部
分
の
旅
藤
積
が
五
〇
％
を
超
え
る

併
罵
建
宅
。

▼
対
象
者

　
町
内
に
艦
住
し
、
克
雪
住
竃
を
薪

築
・
増
改
築
・
改
良
お
よ
び
購
入
さ

れ
る
方
。

▼
補
助
の
範
囲

　
補
助
の
対
象
は
、
克
雪
に
係
る
工

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
建
設
謙
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ロ

設
係
へ
お
闘
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
し

＠
今
後
、
住
竃
の
新
築
等
を
計
滋
さ

れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
対
象
と
な
る

　
　
克
雪
住
宅
の
例

　
　
　
　
が
　
　
　
構
落
っ

　
　
　
　
筒
　
　
　
根
滑
も

　
　
　
　
床
　
　
　
屋
に
を

　
　
　
　
で
宅
　
る
然
酎

　
　
　
　
造
住
　
あ
自
勾

　
　
　
　
木
の
　
の
を
根

　
　
　
　
葬
上
　
力
雪
屡

　
　
　
式
が
以
式
能
、
る
宅

　
　
　
床
び
m
璽
雪
で
せ
住

　
　
　
禽
濠
－
落
滑
造
さ
た

　
　
　
＠
　
　
　
⑬

〆　　、

田
口1　口

◎4月から難月までの8か月問に眼り運行します。

◎運行日は月2回（隔週水曜日〉で1往復のみです。

◎患者輸送車は普通車（運転手を除くと7人乗り〉を使矯します。

◎診療所が休診のときは運行を取り止めます。

　　　　　　　　《送り》

※下布川地区の皆さんの診療が終了しだい診療

　所前を発車します。

※乗車定員が少ないので、お互いに譲り合って

　ご利罵ください。

※U月23日は祝臼のため、11月22揖に運行臼が

　変更されます。

※問い合わせ先　松之山診療所貿6－2240

《迎え》

㎜

　
　
　
糊榊

菊
蔓
2
0
｝
2
3
㎜
3
2

9：玉

似

9：2

9：2

9：3

東　山　柿の本宅莇発

赤　倉　集会所前発

坪　野　福石屋宅蔚発

五十子平　集会所前発

松之山診療所蓉

φ
》

梱
寡

．
6
欝

醗
　
　
　
’

　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
二
一

［二運塑塑コ

直旦ニコ
4月 13臼・27臼 8月 10段・24β

5月 11臼・25臼 9月 14日・28臼

6月 8日　22鷺 主0月 鶏段・26日

7月 王3β・27費 王1月 9田・22β

四
月
か
ら
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
翻
幾
年
金
舗
度
で
は
、
完
全
臼
動

物
価
ス
ラ
イ
ド
剃
に
よ
り
、
年
金
額

や
保
険
料
額
を
莇
薙
の
物
緬
変
動
に

応
じ
て
改
定
し
、
そ
の
価
値
を
保
っ
．

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
照
月
か
ら
年
金
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
新
し
い
年
金
額
は
溺
蓑
の
と
お
り

で
す
’
。

　
ま
た
、
圏
罠
年
金
保
険
料
も
改
建

さ
れ
、
磁
月
か
ら
は
月
額
｝
～
、
一

〇
〇
円
に
な
り
塞
す
。

＼　　　　年　金　額

＼ 平成5年度　　平成6年度
＼＼
　　、

種　　　別

〔蟹民年金〕 （月額）　　　（月額〉

老齢基磯年金 6王，荏42円→62，275円

障害基磯年金G級〉 76，800円→77，842円

障讐基磯年金（2級〉 61，442円→62，275円

遺族基磯年金（子i人） 79，150円→80，225円

老齢福祉年金 31，442円・→31，867円

7



ー
⑩
O
F

3月の
フオト
ニユース

イ

涙
・

涙
の
山
留
修
園
式

　
黒
授
峯
｝
照
午
後
自
然
休
餐
村

セ
ン
タ
f
で
、
山
村
留
学
松
之
山
掌

醐
窮
七
期
鍾
修
圏
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
轡
木
理
鍔
長
か
ら
修
園
撒
に
修
圏

賞
証
露
が
夢
渡
さ
れ
、
　
貫
年
間
頑
張

っ
た
ッ
動
供
た
ち
を
誉
め
ま
し
た
。

　
楽
し
か
っ
た
こ
と
蕃
し
か
っ
た
こ

と
を
作
文
に
ま
と
め
た
ヤ
｝
無
間
の

思
い
出
発
表
し
で
は
、
力
強
く
成
錘

し
た
我
が
子
の
姿
に
涙
す
る
親
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。

　
昨
年
は
山
留
セ
ン
タ
…
建
設
の
た

め
二
度
も
引
越
し
を
し
、
子
供
た
ち

も
新
し
い
環
境
に
鰯
れ
る
た
め
い
ろ

い
ろ
と
蕩
労
し
ま
し
た
が
、
　
｝
致
腰

結
し
て
伸
喪
く
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

　
山
留
生
の
心
が
一
つ
に
な
る
豊
無

太
鼓
は
腹
の
底
ま
で
懲
き
、
最
後
の

乱
れ
打
ち
に
な
る
レ
大
粒
の
汗
が
頬

葎
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
の
料
理
は
肉
留
生
の
父
縁

た
ち
が
作
っ
た
も
の
で
、
お
鍵
話
に

な
っ
た
墨
親
農
家
の
皆
さ
ん
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
七
期
焦
二
十
一
名
の
う
ち

十
二
名
が
、
引
き
続
き
松
之
由
で
山

村
留
学
盆
活
を
送
る
予
定
で
す
。

輪
繋
懸
響

山留生の心が1つになった豊年太鼓

8

校害蔚には別れを惜しむ長い列ができました

2
室
黒
び
の
松
之
山
中
学
校
卒
業
式

　
三
月
十
田
松
之
山
中
掌
校
の
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
男
子
二
十
…
名
、
女

子
三
十
二
名
の
計
五
十
黒
犠
が
卒
業

し
ま
し
た
。

　
準
業
焦
は
全
鍾
が
進
学
し
、
地
元

の
安
高
松
之
由
分
校
へ
は
二
十
五
名

が
進
掌
し
ま
し
た
ひ

　
墨
、
の
ほ
か
の
主
な
進
学
先
は
松
代

高
校
十
九
名
、
安
塚
蕩
校
闘
名
、
高

田
蔦
校
薫
名
な
ど
で
す
．

　
卒
業
式
は
午
繭
十
蒋
か
ら
始
ま
り
、

木
沢
敏
明
校
長
が
験
難
窒
一
入
一
人

に
卒
雛
証
書
導
鈴
渡
し
ま
し
た

　
木
沢
校
長
は
「
試
練
に
直
禰
し
て

も
逃
げ
な
い
で
立
ち
同
か
門
て
く
だ

さ
い
ひ
自
分
で
選
ん
だ
道
な
り
ば
、

喜
労
し
て
こ
そ
畿
び
が
大
き
く
な
り

豪
す
。
中
学
校
で
、
掌
ん
だ
こ
と
を
思

い
出
し
、
二
牽
一
働
紀
を
担
う
立
派

な
大
人
に
な
っ
ぜ
、
く
だ
さ
い
凶
と
式

辞
を
述
べ
、
卒
叢
生
を
代
衷
し
て
滝

沢
太
薦
が
．
焦
徒
会
や
部
活
動
で
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
掌
び
、
心

も
体
も
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
松
中
で
壌
っ
た
自
信
や
知
識
を
も

と
裟
、
肖
フ
で
決
め
た
闘
標
に
｝
歩

一
歩
．
醤
実
に
繭
進
し
ま
す
P
と
答
辞

を
塗
べ
敷
し
た

　
式
典
が
終
る
と
在
校
艶
や
敏
職
．
翼

は
校
禽
の
前
に
並
び
、
卒
業
豊
西
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
り
握
事
を
し
た

⇔
し
怯
が
ら
い
つ
ま
で
も
溺
れ
を
憎

し
ん
で
い
ま
し
た
徹

3
町
内
小
学
校
卒
業
式

　
三
月
二
十
五
鷺
、
町
内
の
小
掌
校

で
一
斉
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
校
の
卒
業
熱
は
、
松
之
出
小
掌

校
二
十
嶺
、
松
鯉
小
学
校
十
五
名
、

東
川
小
掌
校
七
名
、
浦
田
小
掌
校
十

縢
名
の
計
汽
軒
六
私
で
し
た
。

　
東
繊
小
掌
校
の
卒
業
式
は
午
前
十

蒔
か
ら
始
象
り
、
卒
業
窯
の
皆
さ
ん

は
学
熱
服
や
セ
ー
ラ
ー
服
姿
で
、
心

は
早
く
も
中
掌
生
の
よ
う
で
し
た
。

　
別
れ
の
醤
葉
は
卒
業
亜
と
往
校
生

が
陶
い
合
い
、
思
い
出
多
い
リ
コ
ー

ダ
ー
で
簸
後
の
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　
中
掌
盆
に
な
っ
て
も
勉
強
や
部
活

動
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

4
旅
立
ち
の
安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

進掌する人、就職する人、それぞれの

揖標に向力、って旅立ちました

5
楽
し
い
青
年
交
流
会

　
三
月
十
三
鷺
か
ら
十
闘
絹
ま
で
、

都
帯
と
農
山
村
の
膏
毎
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
．

　
参
舶
餐
は
酋
都
圏
に
注
む
女
性
牽

七
塩
、
町
内
の
脊
年
二
牽
｝
名
の
計

、
、
、
十
八
名
で
し
た
。

　
牽
ヨ
環
午
後
、
松
之
由
温
衆
ス
キ

ー
場
に
集
蛋
し
た
参
舶
者
は
、
簡
単

　
黒
月
二
旧
安
高
松
之
山
分
校
の
楽

業
式
が
行
わ
れ
、
男
子
十
七
名
、
女

子
十
二
名
の
計
二
十
九
嶺
が
卒
業
し

ま
し
た
。

　
卒
業
式
は
午
前
十
時
よ
り
始
ま
り
、

在
校
生
の
拍
手
の
な
か
入
場
し
た
卒

業
盗
は
、
石
黒
校
長
か
ら
｝
人
一
人

卒
業
証
霧
を
受
け
取
り
ま
し
た
．

　
ま
た
、
三
年
莇
か
ら
始
め
た
町
内

企
業
説
明
会
の
成
果
と
し
グ
＼
地
元

に
就
職
す
る
卒
業
生
が
年
々
増
翻
し
、

今
葎
は
九
名
（
男
六
・
女
三
）
の
方

が
町
内
に
残
っ
て
く
れ
ま
し
た
．

な
自
己
紹
介
の
あ
と
グ
ル
…
プ
ご
と

に
楽
し
そ
う
に
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
は
夕
方
六
晦
か

ら
お
ふ
く
ろ
館
で
行
わ
れ
、
夜
遅
く

ま
で
に
ぎ
や
か
な
声
が
聞
え
ま
し
た
。

　
来
年
も
こ
の
よ
う
な
交
流
会
が
あ

る
と
畏
い
で
す
ね
。

掌：生服・セーラー服姿はもう中掌生．のようでした

　　　　　　　　　　　　　　　（東川小学校）

懸
糞
楓　

一
　
イ
㎜
テ

　
餌
　
瀞咬

　
君
　
欄
　
力夜遅くまでにぎやかな声
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3月の
フオト
ニユース

イ

涙
・

涙
の
山
留
修
園
式

　
黒
授
峯
｝
照
午
後
自
然
休
餐
村

セ
ン
タ
f
で
、
山
村
留
学
松
之
山
掌

醐
窮
七
期
鍾
修
圏
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
轡
木
理
鍔
長
か
ら
修
園
撒
に
修
圏

賞
証
露
が
夢
渡
さ
れ
、
　
貫
年
間
頑
張

っ
た
ッ
動
供
た
ち
を
誉
め
ま
し
た
。

　
楽
し
か
っ
た
こ
と
蕃
し
か
っ
た
こ

と
を
作
文
に
ま
と
め
た
ヤ
｝
無
間
の

思
い
出
発
表
し
で
は
、
力
強
く
成
錘

し
た
我
が
子
の
姿
に
涙
す
る
親
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。

　
昨
年
は
山
留
セ
ン
タ
…
建
設
の
た

め
二
度
も
引
越
し
を
し
、
子
供
た
ち

も
新
し
い
環
境
に
鰯
れ
る
た
め
い
ろ

い
ろ
と
蕩
労
し
ま
し
た
が
、
　
｝
致
腰

結
し
て
伸
喪
く
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

　
山
留
生
の
心
が
一
つ
に
な
る
豊
無

太
鼓
は
腹
の
底
ま
で
懲
き
、
最
後
の

乱
れ
打
ち
に
な
る
レ
大
粒
の
汗
が
頬

葎
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
の
料
理
は
肉
留
生
の
父
縁

た
ち
が
作
っ
た
も
の
で
、
お
鍵
話
に

な
っ
た
墨
親
農
家
の
皆
さ
ん
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
七
期
焦
二
十
一
名
の
う
ち

十
二
名
が
、
引
き
続
き
松
之
由
で
山

村
留
学
盆
活
を
送
る
予
定
で
す
。

輪
繋
懸
響

山留生の心が1つになった豊年太鼓

8

校害蔚には別れを惜しむ長い列ができました

2
室
黒
び
の
松
之
山
中
学
校
卒
業
式

　
三
月
十
田
松
之
山
中
掌
校
の
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
男
子
二
十
…
名
、
女

子
三
十
二
名
の
計
五
十
黒
犠
が
卒
業

し
ま
し
た
。

　
準
業
焦
は
全
鍾
が
進
学
し
、
地
元

の
安
高
松
之
由
分
校
へ
は
二
十
五
名

が
進
掌
し
ま
し
た
ひ

　
墨
、
の
ほ
か
の
主
な
進
学
先
は
松
代

高
校
十
九
名
、
安
塚
蕩
校
闘
名
、
高

田
蔦
校
薫
名
な
ど
で
す
．

　
卒
業
式
は
午
繭
十
蒋
か
ら
始
ま
り
、

木
沢
敏
明
校
長
が
験
難
窒
一
入
一
人

に
卒
雛
証
書
導
鈴
渡
し
ま
し
た

　
木
沢
校
長
は
「
試
練
に
直
禰
し
て

も
逃
げ
な
い
で
立
ち
同
か
門
て
く
だ

さ
い
ひ
自
分
で
選
ん
だ
道
な
り
ば
、

喜
労
し
て
こ
そ
畿
び
が
大
き
く
な
り

豪
す
。
中
学
校
で
、
掌
ん
だ
こ
と
を
思

い
出
し
、
二
牽
一
働
紀
を
担
う
立
派

な
大
人
に
な
っ
ぜ
、
く
だ
さ
い
凶
と
式

辞
を
述
べ
、
卒
叢
生
を
代
衷
し
て
滝

沢
太
薦
が
．
焦
徒
会
や
部
活
動
で
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
掌
び
、
心

も
体
も
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
松
中
で
壌
っ
た
自
信
や
知
識
を
も

と
裟
、
肖
フ
で
決
め
た
闘
標
に
｝
歩

一
歩
．
醤
実
に
繭
進
し
ま
す
P
と
答
辞

を
塗
べ
敷
し
た

　
式
典
が
終
る
と
在
校
艶
や
敏
職
．
翼

は
校
禽
の
前
に
並
び
、
卒
業
豊
西
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
り
握
事
を
し
た

⇔
し
怯
が
ら
い
つ
ま
で
も
溺
れ
を
憎

し
ん
で
い
ま
し
た
徹

3
町
内
小
学
校
卒
業
式

　
三
月
二
十
五
鷺
、
町
内
の
小
掌
校

で
一
斉
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
校
の
卒
業
熱
は
、
松
之
出
小
掌

校
二
十
嶺
、
松
鯉
小
学
校
十
五
名
、

東
川
小
掌
校
七
名
、
浦
田
小
掌
校
十

縢
名
の
計
汽
軒
六
私
で
し
た
。

　
東
繊
小
掌
校
の
卒
業
式
は
午
前
十

蒔
か
ら
始
象
り
、
卒
業
窯
の
皆
さ
ん

は
学
熱
服
や
セ
ー
ラ
ー
服
姿
で
、
心

は
早
く
も
中
掌
生
の
よ
う
で
し
た
。

　
別
れ
の
醤
葉
は
卒
業
亜
と
往
校
生

が
陶
い
合
い
、
思
い
出
多
い
リ
コ
ー

ダ
ー
で
簸
後
の
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　
中
掌
盆
に
な
っ
て
も
勉
強
や
部
活

動
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

4
旅
立
ち
の
安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

進掌する人、就職する人、それぞれの

揖標に向力、って旅立ちました

5
楽
し
い
青
年
交
流
会

　
三
月
十
三
鷺
か
ら
十
闘
絹
ま
で
、

都
帯
と
農
山
村
の
膏
毎
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
．

　
参
舶
餐
は
酋
都
圏
に
注
む
女
性
牽

七
塩
、
町
内
の
脊
年
二
牽
｝
名
の
計

、
、
、
十
八
名
で
し
た
。

　
牽
ヨ
環
午
後
、
松
之
由
温
衆
ス
キ

ー
場
に
集
蛋
し
た
参
舶
者
は
、
簡
単

　
黒
月
二
旧
安
高
松
之
山
分
校
の
楽

業
式
が
行
わ
れ
、
男
子
十
七
名
、
女

子
十
二
名
の
計
二
十
九
嶺
が
卒
業
し

ま
し
た
。

　
卒
業
式
は
午
前
十
時
よ
り
始
ま
り
、

在
校
生
の
拍
手
の
な
か
入
場
し
た
卒

業
盗
は
、
石
黒
校
長
か
ら
｝
人
一
人

卒
業
証
霧
を
受
け
取
り
ま
し
た
．

　
ま
た
、
三
年
莇
か
ら
始
め
た
町
内

企
業
説
明
会
の
成
果
と
し
グ
＼
地
元

に
就
職
す
る
卒
業
生
が
年
々
増
翻
し
、

今
葎
は
九
名
（
男
六
・
女
三
）
の
方

が
町
内
に
残
っ
て
く
れ
ま
し
た
．

な
自
己
紹
介
の
あ
と
グ
ル
…
プ
ご
と

に
楽
し
そ
う
に
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
は
夕
方
六
晦
か

ら
お
ふ
く
ろ
館
で
行
わ
れ
、
夜
遅
く

ま
で
に
ぎ
や
か
な
声
が
聞
え
ま
し
た
。

　
来
年
も
こ
の
よ
う
な
交
流
会
が
あ

る
と
畏
い
で
す
ね
。

掌：生服・セーラー服姿はもう中掌生．のようでした

　　　　　　　　　　　　　　　（東川小学校）

懸
糞
楓　

一
　
イ
㎜
テ

　
餌
　
瀞咬

　
君
　
欄
　
力夜遅くまでにぎやかな声
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1
卜
口
F

’0

～
集
落
探
訪

「
…
　
…

　
湯
山
に
つ
い
て
は
平
成
三
年
五
月

畢
に
も
掲
載
し
た
が
、
今
月
響
で
は

繭
鰯
掲
載
で
き
な
か
つ
た
分
を
揚
載

し
ま
サ

苧
神
社
に
禽
肥
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
二
舘
五
月
、
自
然
休
養

村
整
備
事
業
の
一
つ
と
し
て
建
設
さ

れ
た
歴
史
艮
俗
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　
館
内
紅
は
、
松
之
山
小
学
校
や
浦

磁
中
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
た
鋭
異

や
農
翼
、
町
内
各
地
か
ら
集
め
ら
れ

た
罠
俗
資
料
、
中
世
及
び
近
世
の
古

文
翼
、
黒
禽
十
文
宇
逡
跡
出
土
編
、

文
学
煮
坂
鷺
安
鷺
，
の
遺
編
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
建
物
は
、
藤
内
名
の
旧
家
を

移
築
く
一
部
改
築
）
し
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
鴫
繕
し

太
い
ゲ
ヤ
キ
の
往
や
長
押
な
ど
が
古

い
農
家
の
麟
影
を
残
し
て
い
る
、

　
昭
郡
幽
吾
二
年
、
水
不
足
に
悩
ん

で
い
た
湯
山
に
購
内
、
、
一
番
目
の
簡
易

水
道
が
完
成
し
た
。

　
ま
た
、
特
劉
養
護
老
入
ホ
；
ム
不

老
閣
の
オ
…
プ
ソ
・
紅
禽
わ
せ
て
配
水

池
が
増
設
さ
れ
た
。

　
松
陰
｛
守
は
｛
覧
、
氷
．
．
一
（
一
六
二
六
）

年
八
月
、
湯
山
村
の
渡
辺
仁
窟
衛
門

に
よ
っ
て
…
開
基
さ
れ
、
津
南
町
外
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
む
み
し
つ
レ
ぽ
う
び
ン
ヤ

に
あ
る
善
玖
院
闘
山
丹
室
正
騰
が
松

陰
毒
も
開
山
し
た
。

　
現
在
の
本
堂
は
明
稲
三
血
七
六

六
〉
犀
に
完
成
し
た
も
の
鴫
＼
棟
梁

は
出
雲
繭
の
金
田
霧
左
衛
門
だ
っ
た
。

　
毒
宝
の
マ
リ
ア
観
膏
と
マ
リ
ア
地

蔵
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
名
残
い
・
・

を
今
に
伝
え
る
仏
像
と
し
て
蕎
息
で

あ
る
。

　
松
苧
神
社
（
祭
神
・
霜
川
姫
命
）

の
創
立
導
月
は
不
明
だ
が
、
御
神
木

の
大
ケ
ヤ
キ
等
か
ら
考
え
て
か
な
り

古
い
創
立
と
思
わ
れ
る
．

　
鯛
治
照
十
二
（
…
九
〇
九
〉
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
西
へ
努
み
　
塩
　
刀
、
、
潅
．
晒
h
㎞

諏
訪
神
祉
（
祭
神
・
建
御
名
方
命
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
を
さ
み
の
ヘ
ヤ
ぬ

と
鷺
月
鴛
（
祭
神
・
月
読
尊
）
が
松

　
｛
・
織
度
経
済
成
畏
は
生
湧
様
式
に
も

変
化
を
も
た
ら
し
、
従
来
の
よ
う
な

井
戸
に
よ
る
水
墨
で
は
ま
か
な
い
き

れ
ぬ
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
り
、
衛
生

爾
か
ら
も
水
道
の
必
要
性
が
訴
え
ら

れ
始
め
た
．

　
昭
秘
ご
十
二
年
閥
月
学
校
教
育
法

が
施
行
さ
れ
、
義
務
教
慰
胆
年
限
が
九

無
に
廼
長
さ
れ
た
。

　
新
掌
綱
に
ょ
り
國
畏
掌
校
は
小
学

校
と
改
称
さ
れ
、
荊
朗
中
等
教
奮
を

擁
う
新
綱
中
学
校
が
設
立
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
松
之
山
中
掌
校
浦
田
口
校
愈
は
、

昭
稲
二
十
二
年
鶯
月
、
霞
、
浦
田
照

小
掌
校
に
併
設
さ
れ
て
開
校
し
た
．

　
そ
の
後
、
小
学
校
と
岡
屠
と
い
う

狭
隆
な
校
禽
事
構
を
解
消
す
る
た
め
、

昭
和
二
十
七
鶴
光
間
地
内
に
独
立
校

禽
が
建
設
さ
れ
た
。

　
昭
秘
三
十
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
松

之
由
地
す
べ
触
は
、
中
学
校
等
の
取

壊
し
と
い
う
大
き
な
被
書
を
出
し
た
。

　
昭
秘
三
十
九
無
二
月
、
現
准
地
に

申
学
校
々
禽
が
、
同
闘
十
…
年
八
月

に
は
体
鷺
館
が
竣
工
し
た
。

大規模な改造工事が行われている松之繊中学校

　
平
成
五
年
囎
月
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
不
老
閣
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
入
所
定
興
は
五
十
猛
で
、
シ
響
…

ト
ス
テ
イ
（
煙
期
保
護
）
分
の
牽
名

と
禽
わ
せ
六
十
寝
が
入
所
で
き
る
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
…
ビ
ス
セ
ン
タ
！

も
併
設
さ
れ
、
　
一
麟
平
均
十
名
が
利

用
し
て
い
る
、

　
不
老
閣
の
工
事
は
平
成
圏
奪
六
月

か
ら
嬬
ま
り
、
建
設
費
は
約
七
億
二

千
万
円
に
達
し
た
。

　
な
お
、
不
老
賜
で
は
ふ
る
さ
と
創

盤
資
金
で
掘
削
し
た
温
撮
を
使
罵
し

て
い
る
。

　
松
之
山
町
史
を
搬
当
し
て
い
た
関

係
か
ら
、
広
報
に
も
わ
か
り
や
す
い

集
落
史
を
掲
載
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
も
可
能
な

か
ぎ
り
褐
載
し
た
が
、
ど
う
し
て
も

不
㎎
の
集
落
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
集
落
探
訪
を
一
つ
の
切
っ
掛

け
と
し
て
、
も
う
｝
度
自
分
た
ち
の

集
落
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　
集
落
探
訪
は
今
月
簿
で
終
了
し
家

す
が
、
褐
載
さ
れ
た
内
容
は
松
之
山

町
史
に
く
わ
し
く
記
載
し
て
あ
ウ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
町
史
も
読
ん
で
く
だ

さ
い
。
　
　
　
（
文
責
　
俊
藤
　
仁
）

三
屋
ギ
脳
懸
午
、
剛
、
塚
、
韓
奪

鳥
翠
竪
誓
貌
毅
し
た
．

讐
気
か
馨
墾
鷺
契

輪
堤
ち
繁
舞
声
で
蚤
を

ζ
　
　
　
ζ
寝
、
r
舐
露
と
ご

　
　
噺
長
さ
ノ
カ
、
多
養
．

　
う
び
憲
蒙
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ホ
　
翻

　
　
ま
た
、
お
得
ご
ん
た
ち
誓
ー
　
葦

ル
葎
建
ぺ
証
て
が
プ
レ
ゼ
ン

下
さ
慧
庭
．

ま
あ
夢
契
あ
夢
の
襲

御
募
が
葉
な
り
た
い
灘

罪ほうび盤灘
人一人修
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n
役
場
職
員
人
事
異
動
」

　
　
役
場
で
は
、
照
月
…
照
付
け
で
一

部
機
構
改
革
と
職
員
の
異
動
を
行
い

　
家
し
た
。

　
　
機
構
の
藤
で
は
、
塞
格
的
な
下
水

　
道
箏
業
紅
対
応
す
る
た
め
水
道
璽
が

　
新
設
さ
れ
、
関
連
す
る
簡
易
水
道
事

　
業
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ゆ

　
　
こ
れ
に
よ
り
、
建
設
謙
の
下
水
道

　
係
と
催
幾
諜
保
健
衛
生
係
の
水
遵
握

　
当
巻
が
水
遵
室
に
移
り
ま
し
た
。

　
　
人
事
藤
で
は
二
嶺
が
退
職
し
、
二

　
名
が
採
胴
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
〔
（
）
内
は
異
動
前
〕

　
▽
振
興
諜
長
（
建
設
諜
建
設
係
長
・

　
　
興
任
）
　
　
　
　
柳
　
　
能
弘

　
▽
水
道
室
長
・
水
道
係
長
事
務
取
扱

　
（
振
興
謙
企
顧
調
整
係
長
・
昇
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
鰭
竈
驚
雄

　
▽
教
育
委
愚
会
総
務
掌
事
係
長
（
住

　
　
昆
諜
住
罠
係
長
）
　
撫
口
　
達
夫

　
▽
建
設
謙
建
設
係
飛
〈
産
業
謙
農
林

　
　
係
長
〉
　
　
　
　
　
久
保
顯
雄
周

　
▽
振
興
謙
企
醐
調
整
係
長
（
出
納
室

　
　
会
計
係
長
）
　
　
　
佐
藤
　
購
彦

耀
▽
鐵
納
室
会
計
係
長
（
鐵
納
室
会
計

τ
蔑
諜
簑
鷺
薮
育
叢
会

㎜
獲
憲
係
長
ご
局
橋
忠
則

”
▽
産
業
諜
農
林
係
長
（
産
業
諜
農
林

｝
係
．
逢
　
籐
葎

　
係
・
昇
任
）
　
　
　
蕩
波
　
し
ず

▽
水
道
塞
下
水
道
係
長
（
建
設
諜
下

　
水
道
係
畏
）
　
　
　
草
村
　
好
信

▽
水
道
室
郵
道
係
（
住
蔑
課
保
健
衛

生
遜
　
　
　
　
　
佐
藤
敬
一

▽
議
会
箏
務
周
（
教
脊
婁
眞
会
総
務

　
学
事
係
）
　
　
　
　
高
橋
　
蜜
子

▽
産
業
諜
農
樂
婁
興
会
係
（
振
興
謙

　
企
画
調
整
係
）
　
　
佐
藤
　
　
功

▽
総
務
謙
税
務
係
（
振
興
諜
商
工
観

　
光
係
）
　
　
　
　
　
小
野
塚
勝
男

▽
総
務
課
行
政
係
（
産
業
諜
農
業
委

　
醗
会
係
〉
　
　
　
　
蕎
橋
　
良
｝

▽
産
業
課
農
林
係
（
総
務
諜
財
政
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
沢
　
恵
一

▽
水
道
室
水
道
係
（
住
罠
謙
保
健
衛

　
能
係
）
　
　
　
　
村
山
敦
尚

▽
建
設
課
建
設
係
（
松
之
山
診
療
所

　
庶
務
係
）
　
　
　
　
村
山
さ
と
み

▽
水
道
窒
下
水
道
係
・
県
派
遺
（
建

　
設
諜
下
水
遵
係
・
岡
）
樋
口
毒
蜜

▽
串
納
室
会
計
係
（
建
設
謙
建
設
係
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
川
　
勝
博

▽
水
遵
豊
下
水
道
係
（
建
設
謙
下
水

　
道
係
）
　
　
　
　
饒
藤
知
浩

▽
水
道
室
水
道
係
（
住
艮
諜
保
健
衛

　
生
係
）
　
　
　
　
　
蔑
沢
　
雄
基

▽
教
育
婁
愚
会
総
務
掌
事
係
（
松
之

　
山
診
療
所
）
　
　
　
大
見
　
征
…

＠
東
窟
事
務
所

▽
禰
原
　
諭
祐
（
広
域
絹
合
）

＠
東
頭
城
広
域
組
合
串
向

▽
蔑
橋
　
明
（
総
務
諜
税
務
係
）

◎
松
嵐
鐵
診
療
概

▽
保
坂
広
一
（
教
欝
婁
轟
会
総
務
掌

　
事
係
〉

＠
新
採
罵

▽
大
見
好
行
（
住
罠
謙
橿
祉
係
）

▽
薦
橋
真
斑
（
教
育
婁
轟
会
総
務
学

　
　
　
　
　
　
箏
係
）

⑧
諜
内
異
動

▽
小
瞬
一
成
（
振
興
諜
企
藤
調
整
係

　
　
　
　
　
　
か
ら
商
工
観
光
係
へ
〉

▽
相
沢
秋
男
（
住
罠
課
橿
祉
係
か
ら

　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
係
へ
）

▽
久
保
購
吉
弘
（
総
務
課
行
政
係
か

　
　
　
　
　
　
ら
財
政
係
へ
）

▽
保
坂
美
智
男
（
住
民
課
保
健
衛
生

　
　
　
　
　
　
係
か
ら
編
，
祉
係
へ
）

▽
櫓
沢
班
和
（
産
業
課
土
地
改
良
係

　
　
　
　
　
　
か
ら
農
林
係
へ
）

◎
退
　
職

▽
村
山
俊
介
（
振
興
課
長
）

▽
津
端
徳
子
（
議
会
事
務
局
参
事
）

μ
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～
集
落
探
訪

「
…
　
…

　
湯
山
に
つ
い
て
は
平
成
三
年
五
月

畢
に
も
掲
載
し
た
が
、
今
月
響
で
は

繭
鰯
掲
載
で
き
な
か
つ
た
分
を
揚
載

し
ま
サ

苧
神
社
に
禽
肥
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
二
舘
五
月
、
自
然
休
養

村
整
備
事
業
の
一
つ
と
し
て
建
設
さ

れ
た
歴
史
艮
俗
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　
館
内
紅
は
、
松
之
山
小
学
校
や
浦

磁
中
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
た
鋭
異

や
農
翼
、
町
内
各
地
か
ら
集
め
ら
れ

た
罠
俗
資
料
、
中
世
及
び
近
世
の
古

文
翼
、
黒
禽
十
文
宇
逡
跡
出
土
編
、

文
学
煮
坂
鷺
安
鷺
，
の
遺
編
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
建
物
は
、
藤
内
名
の
旧
家
を

移
築
く
一
部
改
築
）
し
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
鴫
繕
し

太
い
ゲ
ヤ
キ
の
往
や
長
押
な
ど
が
古

い
農
家
の
麟
影
を
残
し
て
い
る
、

　
昭
郡
幽
吾
二
年
、
水
不
足
に
悩
ん

で
い
た
湯
山
に
購
内
、
、
一
番
目
の
簡
易

水
道
が
完
成
し
た
。

　
ま
た
、
特
劉
養
護
老
入
ホ
；
ム
不

老
閣
の
オ
…
プ
ソ
・
紅
禽
わ
せ
て
配
水

池
が
増
設
さ
れ
た
。

　
松
陰
｛
守
は
｛
覧
、
氷
．
．
一
（
一
六
二
六
）

年
八
月
、
湯
山
村
の
渡
辺
仁
窟
衛
門

に
よ
っ
て
…
開
基
さ
れ
、
津
南
町
外
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
む
み
し
つ
レ
ぽ
う
び
ン
ヤ

に
あ
る
善
玖
院
闘
山
丹
室
正
騰
が
松

陰
毒
も
開
山
し
た
。

　
現
在
の
本
堂
は
明
稲
三
血
七
六

六
〉
犀
に
完
成
し
た
も
の
鴫
＼
棟
梁

は
出
雲
繭
の
金
田
霧
左
衛
門
だ
っ
た
。

　
毒
宝
の
マ
リ
ア
観
膏
と
マ
リ
ア
地

蔵
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
名
残
い
・
・

を
今
に
伝
え
る
仏
像
と
し
て
蕎
息
で

あ
る
。

　
松
苧
神
社
（
祭
神
・
霜
川
姫
命
）

の
創
立
導
月
は
不
明
だ
が
、
御
神
木

の
大
ケ
ヤ
キ
等
か
ら
考
え
て
か
な
り

古
い
創
立
と
思
わ
れ
る
．

　
鯛
治
照
十
二
（
…
九
〇
九
〉
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
西
へ
努
み
　
塩
　
刀
、
、
潅
．
晒
h
㎞

諏
訪
神
祉
（
祭
神
・
建
御
名
方
命
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
を
さ
み
の
ヘ
ヤ
ぬ

と
鷺
月
鴛
（
祭
神
・
月
読
尊
）
が
松

　
｛
・
織
度
経
済
成
畏
は
生
湧
様
式
に
も

変
化
を
も
た
ら
し
、
従
来
の
よ
う
な

井
戸
に
よ
る
水
墨
で
は
ま
か
な
い
き

れ
ぬ
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
り
、
衛
生

爾
か
ら
も
水
道
の
必
要
性
が
訴
え
ら

れ
始
め
た
．

　
昭
秘
ご
十
二
年
閥
月
学
校
教
育
法

が
施
行
さ
れ
、
義
務
教
慰
胆
年
限
が
九

無
に
廼
長
さ
れ
た
。

　
新
掌
綱
に
ょ
り
國
畏
掌
校
は
小
学

校
と
改
称
さ
れ
、
荊
朗
中
等
教
奮
を

擁
う
新
綱
中
学
校
が
設
立
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
松
之
山
中
掌
校
浦
田
口
校
愈
は
、

昭
稲
二
十
二
年
鶯
月
、
霞
、
浦
田
照

小
掌
校
に
併
設
さ
れ
て
開
校
し
た
．

　
そ
の
後
、
小
学
校
と
岡
屠
と
い
う

狭
隆
な
校
禽
事
構
を
解
消
す
る
た
め
、

昭
和
二
十
七
鶴
光
間
地
内
に
独
立
校

禽
が
建
設
さ
れ
た
。

　
昭
秘
三
十
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
松

之
由
地
す
べ
触
は
、
中
学
校
等
の
取

壊
し
と
い
う
大
き
な
被
書
を
出
し
た
。

　
昭
秘
三
十
九
無
二
月
、
現
准
地
に

申
学
校
々
禽
が
、
同
闘
十
…
年
八
月

に
は
体
鷺
館
が
竣
工
し
た
。

大規模な改造工事が行われている松之繊中学校

　
平
成
五
年
囎
月
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
不
老
閣
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
入
所
定
興
は
五
十
猛
で
、
シ
響
…

ト
ス
テ
イ
（
煙
期
保
護
）
分
の
牽
名

と
禽
わ
せ
六
十
寝
が
入
所
で
き
る
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
…
ビ
ス
セ
ン
タ
！

も
併
設
さ
れ
、
　
一
麟
平
均
十
名
が
利

用
し
て
い
る
、

　
不
老
閣
の
工
事
は
平
成
圏
奪
六
月

か
ら
嬬
ま
り
、
建
設
費
は
約
七
億
二

千
万
円
に
達
し
た
。

　
な
お
、
不
老
賜
で
は
ふ
る
さ
と
創

盤
資
金
で
掘
削
し
た
温
撮
を
使
罵
し

て
い
る
。

　
松
之
山
町
史
を
搬
当
し
て
い
た
関

係
か
ら
、
広
報
に
も
わ
か
り
や
す
い

集
落
史
を
掲
載
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
も
可
能
な

か
ぎ
り
褐
載
し
た
が
、
ど
う
し
て
も

不
㎎
の
集
落
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
集
落
探
訪
を
一
つ
の
切
っ
掛

け
と
し
て
、
も
う
｝
度
自
分
た
ち
の

集
落
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　
集
落
探
訪
は
今
月
簿
で
終
了
し
家

す
が
、
褐
載
さ
れ
た
内
容
は
松
之
山

町
史
に
く
わ
し
く
記
載
し
て
あ
ウ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
町
史
も
読
ん
で
く
だ

さ
い
。
　
　
　
（
文
責
　
俊
藤
　
仁
）

三
屋
ギ
脳
懸
午
、
剛
、
塚
、
韓
奪

鳥
翠
竪
誓
貌
毅
し
た
．

讐
気
か
馨
墾
鷺
契

輪
堤
ち
繁
舞
声
で
蚤
を

ζ
　
　
　
ζ
寝
、
r
舐
露
と
ご

　
　
噺
長
さ
ノ
カ
、
多
養
．

　
う
び
憲
蒙
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ホ
　
翻

　
　
ま
た
、
お
得
ご
ん
た
ち
誓
ー
　
葦

ル
葎
建
ぺ
証
て
が
プ
レ
ゼ
ン

下
さ
慧
庭
．

ま
あ
夢
契
あ
夢
の
襲

御
募
が
葉
な
り
た
い
灘

罪ほうび盤灘
人一人修
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n
役
場
職
員
人
事
異
動
」

　
　
役
場
で
は
、
照
月
…
照
付
け
で
一

部
機
構
改
革
と
職
員
の
異
動
を
行
い

　
家
し
た
。

　
　
機
構
の
藤
で
は
、
塞
格
的
な
下
水

　
道
箏
業
紅
対
応
す
る
た
め
水
道
璽
が

　
新
設
さ
れ
、
関
連
す
る
簡
易
水
道
事

　
業
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ゆ

　
　
こ
れ
に
よ
り
、
建
設
謙
の
下
水
道

　
係
と
催
幾
諜
保
健
衛
生
係
の
水
遵
握

　
当
巻
が
水
遵
室
に
移
り
ま
し
た
。

　
　
人
事
藤
で
は
二
嶺
が
退
職
し
、
二

　
名
が
採
胴
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
〔
（
）
内
は
異
動
前
〕

　
▽
振
興
諜
長
（
建
設
諜
建
設
係
長
・

　
　
興
任
）
　
　
　
　
柳
　
　
能
弘

　
▽
水
道
室
長
・
水
道
係
長
事
務
取
扱

　
（
振
興
謙
企
顧
調
整
係
長
・
昇
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
鰭
竈
驚
雄

　
▽
教
育
委
愚
会
総
務
掌
事
係
長
（
住

　
　
昆
諜
住
罠
係
長
）
　
撫
口
　
達
夫

　
▽
建
設
謙
建
設
係
飛
〈
産
業
謙
農
林

　
　
係
長
〉
　
　
　
　
　
久
保
顯
雄
周

　
▽
振
興
謙
企
醐
調
整
係
長
（
出
納
室

　
　
会
計
係
長
）
　
　
　
佐
藤
　
購
彦

耀
▽
鐵
納
室
会
計
係
長
（
鐵
納
室
会
計

τ
蔑
諜
簑
鷺
薮
育
叢
会

㎜
獲
憲
係
長
ご
局
橋
忠
則

”
▽
産
業
諜
農
林
係
長
（
産
業
諜
農
林

｝
係
．
逢
　
籐
葎

　
係
・
昇
任
）
　
　
　
蕩
波
　
し
ず

▽
水
道
塞
下
水
道
係
長
（
建
設
諜
下

　
水
道
係
畏
）
　
　
　
草
村
　
好
信

▽
水
道
室
郵
道
係
（
住
蔑
課
保
健
衛

生
遜
　
　
　
　
　
佐
藤
敬
一

▽
議
会
箏
務
周
（
教
脊
婁
眞
会
総
務

　
学
事
係
）
　
　
　
　
高
橋
　
蜜
子

▽
産
業
諜
農
樂
婁
興
会
係
（
振
興
謙

　
企
画
調
整
係
）
　
　
佐
藤
　
　
功

▽
総
務
謙
税
務
係
（
振
興
諜
商
工
観

　
光
係
）
　
　
　
　
　
小
野
塚
勝
男

▽
総
務
課
行
政
係
（
産
業
諜
農
業
委

　
醗
会
係
〉
　
　
　
　
蕎
橋
　
良
｝

▽
産
業
課
農
林
係
（
総
務
諜
財
政
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
沢
　
恵
一

▽
水
道
室
水
道
係
（
住
罠
謙
保
健
衛

　
能
係
）
　
　
　
　
村
山
敦
尚

▽
建
設
課
建
設
係
（
松
之
山
診
療
所

　
庶
務
係
）
　
　
　
　
村
山
さ
と
み

▽
水
道
窒
下
水
道
係
・
県
派
遺
（
建

　
設
諜
下
水
遵
係
・
岡
）
樋
口
毒
蜜

▽
串
納
室
会
計
係
（
建
設
謙
建
設
係
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
川
　
勝
博

▽
水
遵
豊
下
水
道
係
（
建
設
謙
下
水

　
道
係
）
　
　
　
　
饒
藤
知
浩

▽
水
道
室
水
道
係
（
住
艮
諜
保
健
衛

　
生
係
）
　
　
　
　
　
蔑
沢
　
雄
基

▽
教
育
婁
愚
会
総
務
掌
事
係
（
松
之

　
山
診
療
所
）
　
　
　
大
見
　
征
…

＠
東
窟
事
務
所

▽
禰
原
　
諭
祐
（
広
域
絹
合
）

＠
東
頭
城
広
域
組
合
串
向

▽
蔑
橋
　
明
（
総
務
諜
税
務
係
）

◎
松
嵐
鐵
診
療
概

▽
保
坂
広
一
（
教
欝
婁
轟
会
総
務
掌

　
事
係
〉

＠
新
採
罵

▽
大
見
好
行
（
住
罠
謙
橿
祉
係
）

▽
薦
橋
真
斑
（
教
育
婁
轟
会
総
務
学

　
　
　
　
　
　
箏
係
）

⑧
諜
内
異
動

▽
小
瞬
一
成
（
振
興
諜
企
藤
調
整
係

　
　
　
　
　
　
か
ら
商
工
観
光
係
へ
〉

▽
相
沢
秋
男
（
住
罠
課
橿
祉
係
か
ら

　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
係
へ
）

▽
久
保
購
吉
弘
（
総
務
課
行
政
係
か

　
　
　
　
　
　
ら
財
政
係
へ
）

▽
保
坂
美
智
男
（
住
民
課
保
健
衛
生

　
　
　
　
　
　
係
か
ら
編
，
祉
係
へ
）

▽
櫓
沢
班
和
（
産
業
課
土
地
改
良
係

　
　
　
　
　
　
か
ら
農
林
係
へ
）

◎
退
　
職

▽
村
山
俊
介
（
振
興
課
長
）

▽
津
端
徳
子
（
議
会
事
務
局
参
事
）

μ
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新
潟
県
ス
キ
…
連
盟
公
認
ポ
イ
ン

ト
レ
…
ス
で
あ
る
、
N
S
T
・
サ
ロ

モ
ン
・
シ
ビ
エ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
轟
ア
G

S
L
轟
八
瓜
躍
が
、
　
、
騨
、
月
二
十
六
購
松
之

山
潟
東
ス
キ
肇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
ほ

　
大
余
に
は
県
内
の
有
力
選
手
が
多

数
参
撫
し
、
少
し
で
も
タ
イ
ム
が
縮

崖
る
よ
う
に
ポ
ー
ル
す
れ
す
れ
に
通

遺
し
て
い
ま
し
た
。

　
溝
内
選
乎
で
は
、
松
之
山
中
学
校

の
津
端
康
裕
磐
が
一
位
と
大
健
闘
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
松
之
山
購
関
係
は
十
位
ま

で
褐
載
し
、
掌
校
名
は
大
会
滋
時
の

所
騰
校
で
す
。

▼
小
掌
生
女
亭

④
薦
橋
政
代
（
松
羅
小
）

⑤
腐
橋
楽
灘
子
（
　
〃
　
）

⑥
津
薦
理
英
（
松
之
山
小
〉

▼
中
学
生
男
子

①
灘
端
康
裕
（
松
之
由
中
）

⑦
村
肉
勝
則
（
　
〃
　
）

▼
中
学
生
女
子

⑤
蔑
橋
妙
子
（
松
之
由
中
〉

⑧
縄
沢
醤
子
（
　
〃
　
）

玉　i　1、
。　・　分

2121　20
・　・　秒
80　03　23

1　ま

玉209

5527

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
ウ
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
章
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
裏
　
O
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
4

※
小
掌
佐
男
子
の
部
で
は
、
猪
俣
光

弘
鷺
（
松
之
山
小
〉
の
十
九
位
が
簸

高
で
し
た
。

懸讐

灘

灘
　
瀧　
　
　
　
騰

幕溺繋よ　ポール

嚢

鰯
鰯
羅
鰯
灘

　
学
校
体
育
館
及
び
町
罠
捧
育
館
を

定
期
的
に
利
矯
し
た
い
方
は
、
利
燈

購
講
欝
把
よ
り
許
可
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
購
講
欝
は
公
罠
館
に
脊
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ゐ
ド
　

灘
灘
織
灘

∫2

購懸麟

雛
懸懸鰯
灘
灘
灘

　
松
之
山
温
泉
ク
慕
ス
カ
ン
ト
リ
葺

ス
キ
ー
選
手
権
大
繋
は
、
新
潟
県
ス

キ
ー
連
盟
公
認
の
大
会
で
、
町
内
選

乎
は
も
と
よ
り
県
内
の
衡
力
校
、
長

野
県
内
の
萄
力
校
か
ら
も
選
手
が
多

数
参
加
し
ま
す
。

▼
期
　
β
　
懸
講
牽
七
田
（
鷺
）

▼
会
　
場

　
大
厳
寺
宵
圃
漂
ク
窃
ス
カ
ン
ト
リ
圭

　
ス
キ
ー
コ
ー
ス

▼
田
　
程

受
　
　
付
　
八
時
三
十
分
～

闘
会
式
　
九
磯
十
分
～

選
手
会
　
九
磯
三
十
分
～

競
技
調
始
　
十
時
三
十
分
～

▼
競
技
順

①
成
年
窮
子
＋
㎞

②
少
葎
男
子
＋
㎞

③
中
掌
校
男
子
二
二
諾
郊
十
㎞

④
成
年
女
子
五
㎞

⑤
少
犀
女
子
五
㎞

⑥
中
掌
校
女
子
二
・
三
鶴
五
㎞

⑦
中
掌
校
勇
子
一
年
五
㎞

⑧
中
学
校
女
子
…
年
五
㎞

⑨
小
掌
校
男
子
六
年
五
㎞

⑩
小
掌
校
男
子
五
年
薫
㎞

⑪
小
掌
校
女
子
六
年
駕
紬

⑫
小
学
校
女
子
五
舘
三
㎞

難
縫
鐵
雛
繕
欝
難

　
今
年
の
成
人
式
は
、
町
内
盗
住
の

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
楽

し
い
企
戯
を
響
え
て
い
ま
す
。

　
崖
だ
計
爾
の
段
階
で
す
が
、
記
念

櫨
樹
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
の
講
演

な
ど
、
想
い
患
深
い
成
人
式
に
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

▼
期
　
鶏
　
五
月
三
嬢
（
火
）
午
蔚
九

　
　
　
　
　
蒔
、
霞
然
休
養
村
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
…
萬
集
合
、
マ
イ
ク

　
　
　
　
　
ロ
バ
ス
で
移
働
“
予
｛
疋

▼
場
　
所

▼
対
象
者

大
厳
毒
高
原
精
望
館

昭
瀦
照
十
九
年
照
月
二

儀
か
ら
昭
秘
五
十
年
照

月
…
β
盗
れ
の
方

　
昨
年
、
地
す
べ
り
防
止
工
事
の
た

め
使
罵
で
き
な
か
っ
た
テ
ニ
ス
コ
！

ト
は
、
雲
瀬
え
と
と
も
に
使
罵
で
き

塞
す
の
で
．
こ
利
矯
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
公
鋭
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

リ
ヨ
ぎ
ミ
ミ
チ
き
ミ
ミ
ヨ
モ
ミ
き
を
き
モ
き
を
き
を
を
き
き
き
モ
き
を
き
を
キ
ぎ
モ

一
近
代
絵
圃
の
｝
O
O
年
　
　
　
　
　
　
一

ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

一
　
シ
カ
ゴ
美
術
館
展
　
　
　
　
｝

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
紙
潟
隠
孟
近
代
美
術
館
で
は
、
全

米
機
指
の
葵
術
館
で
あ
る
シ
カ
ゴ
美

術
館
の
協
力
を
得
て
、
　
「
近
代
絵
画

の
㌘
○
○
年
・
シ
カ
ゴ
美
術
館
悶
展
し

を
瀾
催
し
ま
す
．

　
シ
カ
ゴ
美
術
館
を
特
徴
づ
け
る
大

き
な
特
色
は
、
牽
九
世
紀
の
フ
ラ
ン

ス
印
激
派
・
後
期
印
象
派
絵
醐
お
よ

び
二
十
世
紀
葵
術
、
自
岡
ア
メ
リ
カ

の
十
九
・
二
十
世
紀
羨
術
の
収
蔵

の
多
さ
紅
あ
り
ま
す
。

　
今
働
の
特
甥
展
は
、
窯
に
印
療
派

以
降
の
十
九
盤
紀
の
フ
ラ
ン
ス
・
ア

メ
リ
カ
の
代
表
的
名
作
を
選
び
、
二

十
世
紀
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
を
概

観
し
な
が
ら
、
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の

成
熟
に
光
を
当
て
た
も
の
で
す
。

　
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
、
シ
カ
ゴ
葵

術
館
の
塩
翻
の
数
々
を
心
ゆ
く
ま
で

ご
鑑
欝
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
悶

　
繭
月
二
牽
欝
（
水
）
か
ら
鷺
月
工
十

九
鷺
（
醸
〉
ま
で

▼
展
派
作
品

　
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ
、
セ
ザ
ン

ヌ
、
モ
ネ
、
マ
ネ
、
マ
テ
ィ
ス
、
ピ

カ
ソ
、
　
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
な
γ
エ
ハ
十
七
薦
㈹

▼
入
館
料
（
当
β
券
）

〇
一
般
　
　
　
　
…
、
一
〇
〇
円

○
大
学
・
高
校
盆
　
　
　
八
○
○
円

Q
中
掌
・
小
学
生
　
　
　
弧
○
○
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
県
立
近
代
美
術
館

　
管
〇
二
五
八
…
二
八
…
照
｝
一
ご
一

V・ヴァン・ゴッホの子守りをする

マダム・ルーラン

新
刊
図
書
が
入
鱗
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
公
鋭
館
の
図
書
璽
に
新
刊
図
書
が

入
り
ま
し
た
の
で
ご
利
朋
く
だ
さ
い
。

▼
虫
な
新
刊
図
書
名

段
塞
を
だ
め
に
し
た
九
人
の
政
治
家

想
い
患
か
く
れ
ん
ぼ

黛
米
コ
メ
戦
争

頴
メ
作
り
は
ほ
ん
と
に
必
要
か

コ
メ
自
磁
化
の
落
し
穴

明
け
方
の
夢
ハ
上
・
下
）

水
翻
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト

飛
鳥
神
芦
殺
人
旅
情

蜜
士
由
麓
悪
女
の
森

古
代
王
権
と
女
牲
た
ち

蕉
療
最
葡
線
の
名
鷹
た
ち

鈍
弗
に
も
角
が
あ
る

普
賢
鳴
り
や
ま
ず

折
々
の
敵
歩
遵

綴
川
象
の
大
陰
諜

出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
方
は
異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

大
変
ご
曹
労
様
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
先
で
各
種
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
各
事
業
勝
発
行
の

離
脱
証
萌
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
役

場
の
窓
臓
で
國
罠
健
康
保
険
撫
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
へ
㊥
あ
保
険
誕

を
持
っ
て
行
か
れ
た
方
、
学
生
で
就

職
さ
れ
た
方
は
㊥
の
保
険
証
を
至
急

役
場
に
返
し
て
く
だ
さ
い
、

　
ま
た
、
匿
療
機
関
で
診
療
を
受
け

る
時
は
、
月
一
畷
保
険
羅
を
必
ず
見

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
が
変
っ
て
、
濠
だ
新
し
い

保
険
証
が
手
元
に
儘
い
て
い
な
い
場

禽
は
、
そ
の
醤
を
医
療
機
関
の
窓
口

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
譲
の
切
替
え
が
遅
れ
た
り
、

鷹
療
機
関
へ
の
保
験
証
提
示
を
怠
る

と
、
薩
療
費
が
全
額
葭
己
負
揖
に
な

っ
た
り
、
二
重
に
講
求
さ
れ
た
り
し

ま
す
の
で
濾
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
六
年
事
業
所
名
簿
整
備
調
査
に
ご
協
力
を

　
平
成
六
年
事
難
小
所
名
簿
整
備
調
登

は
鴎
月
二
十
段
現
在
の
、
麟
内
の
す

べ
て
の
畏
営
事
業
所
を
対
象
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

　
纂
業
所
と
は
、
　
噂
物
の
生
産
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
事
業
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
π
疋
の
場
所
し
の
こ

と
で
あ
り
、
書
い
替
え
れ
ば
営
利
・

非
営
利
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
業

を
行
う
こ
と
に
よ
り
収
入
を
得
て
い

る
、
あ
る
い
は
生
翫
を
立
て
て
い
る

人
が
い
る
～
定
の
場
所
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
調
奮
は
累
短
事
が
任
命
し
た
調
蓋

轟
が
、
撹
蚤
基
本
調
蕊
鷺
域
内
に
所

荏
す
る
事
業
駈
の
名
称
・
従
業
蝿
数

等
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
三
年
の
調
奮
照
以
前
か
ら
存

続
し
て
い
る
審
業
所
に
つ
い
て
は
、

聞
き
取
り
の
方
法
に
よ
り
異
動
の
確

認
及
び
所
要
の
修
正
を
行
い
ま
す
。

　
新
設
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
事
業

憲
等
　
薩
接
調
鷹
票
に
認
入
す
る
方

法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
．

①
事
業
斯
の
名
称
及
び
電
謡
番
畢

②
漸
雀
地

③
事
業
の
種
類

④
従
業
者
数

」3



ー
o
o
O
F

　
新
潟
県
ス
キ
…
連
盟
公
認
ポ
イ
ン

ト
レ
…
ス
で
あ
る
、
N
S
T
・
サ
ロ

モ
ン
・
シ
ビ
エ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
轟
ア
G

S
L
轟
八
瓜
躍
が
、
　
、
騨
、
月
二
十
六
購
松
之

山
潟
東
ス
キ
肇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
ほ

　
大
余
に
は
県
内
の
有
力
選
手
が
多

数
参
撫
し
、
少
し
で
も
タ
イ
ム
が
縮

崖
る
よ
う
に
ポ
ー
ル
す
れ
す
れ
に
通

遺
し
て
い
ま
し
た
。

　
溝
内
選
乎
で
は
、
松
之
山
中
学
校

の
津
端
康
裕
磐
が
一
位
と
大
健
闘
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
松
之
山
購
関
係
は
十
位
ま

で
褐
載
し
、
掌
校
名
は
大
会
滋
時
の

所
騰
校
で
す
。

▼
小
掌
生
女
亭

④
薦
橋
政
代
（
松
羅
小
）

⑤
腐
橋
楽
灘
子
（
　
〃
　
）

⑥
津
薦
理
英
（
松
之
山
小
〉

▼
中
学
生
男
子

①
灘
端
康
裕
（
松
之
由
中
）

⑦
村
肉
勝
則
（
　
〃
　
）

▼
中
学
生
女
子

⑤
蔑
橋
妙
子
（
松
之
由
中
〉

⑧
縄
沢
醤
子
（
　
〃
　
）

玉　i　1、
。　・　分

2121　20
・　・　秒
80　03　23

1　ま

玉209

5527

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
ウ
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
章
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
裏
　
O
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
4

※
小
掌
佐
男
子
の
部
で
は
、
猪
俣
光

弘
鷺
（
松
之
山
小
〉
の
十
九
位
が
簸

高
で
し
た
。

懸讐

灘

灘
　
瀧　
　
　
　
騰

幕溺繋よ　ポール

嚢

鰯
鰯
羅
鰯
灘

　
学
校
体
育
館
及
び
町
罠
捧
育
館
を

定
期
的
に
利
矯
し
た
い
方
は
、
利
燈

購
講
欝
把
よ
り
許
可
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
購
講
欝
は
公
罠
館
に
脊
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ゐ
ド
　

灘
灘
織
灘

∫2

購懸麟

雛
懸懸鰯
灘
灘
灘

　
松
之
山
温
泉
ク
慕
ス
カ
ン
ト
リ
葺

ス
キ
ー
選
手
権
大
繋
は
、
新
潟
県
ス

キ
ー
連
盟
公
認
の
大
会
で
、
町
内
選

乎
は
も
と
よ
り
県
内
の
衡
力
校
、
長

野
県
内
の
萄
力
校
か
ら
も
選
手
が
多

数
参
加
し
ま
す
。

▼
期
　
β
　
懸
講
牽
七
田
（
鷺
）

▼
会
　
場

　
大
厳
寺
宵
圃
漂
ク
窃
ス
カ
ン
ト
リ
圭

　
ス
キ
ー
コ
ー
ス

▼
田
　
程

受
　
　
付
　
八
時
三
十
分
～

闘
会
式
　
九
磯
十
分
～

選
手
会
　
九
磯
三
十
分
～

競
技
調
始
　
十
時
三
十
分
～

▼
競
技
順

①
成
年
窮
子
＋
㎞

②
少
葎
男
子
＋
㎞

③
中
掌
校
男
子
二
二
諾
郊
十
㎞

④
成
年
女
子
五
㎞

⑤
少
犀
女
子
五
㎞

⑥
中
掌
校
女
子
二
・
三
鶴
五
㎞

⑦
中
掌
校
勇
子
一
年
五
㎞

⑧
中
学
校
女
子
…
年
五
㎞

⑨
小
掌
校
男
子
六
年
五
㎞

⑩
小
掌
校
男
子
五
年
薫
㎞

⑪
小
掌
校
女
子
六
年
駕
紬

⑫
小
学
校
女
子
五
舘
三
㎞

難
縫
鐵
雛
繕
欝
難

　
今
年
の
成
人
式
は
、
町
内
盗
住
の

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
楽

し
い
企
戯
を
響
え
て
い
ま
す
。

　
崖
だ
計
爾
の
段
階
で
す
が
、
記
念

櫨
樹
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
の
講
演

な
ど
、
想
い
患
深
い
成
人
式
に
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

▼
期
　
鶏
　
五
月
三
嬢
（
火
）
午
蔚
九

　
　
　
　
　
蒔
、
霞
然
休
養
村
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
…
萬
集
合
、
マ
イ
ク

　
　
　
　
　
ロ
バ
ス
で
移
働
“
予
｛
疋

▼
場
　
所

▼
対
象
者

大
厳
毒
高
原
精
望
館

昭
瀦
照
十
九
年
照
月
二

儀
か
ら
昭
秘
五
十
年
照

月
…
β
盗
れ
の
方

　
昨
年
、
地
す
べ
り
防
止
工
事
の
た

め
使
罵
で
き
な
か
っ
た
テ
ニ
ス
コ
！

ト
は
、
雲
瀬
え
と
と
も
に
使
罵
で
き

塞
す
の
で
．
こ
利
矯
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
公
鋭
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

リ
ヨ
ぎ
ミ
ミ
チ
き
ミ
ミ
ヨ
モ
ミ
き
を
き
モ
き
を
き
を
を
き
き
き
モ
き
を
き
を
キ
ぎ
モ

一
近
代
絵
圃
の
｝
O
O
年
　
　
　
　
　
　
一

ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

一
　
シ
カ
ゴ
美
術
館
展
　
　
　
　
｝

㎜
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紙
潟
隠
孟
近
代
美
術
館
で
は
、
全

米
機
指
の
葵
術
館
で
あ
る
シ
カ
ゴ
美

術
館
の
協
力
を
得
て
、
　
「
近
代
絵
画

の
㌘
○
○
年
・
シ
カ
ゴ
美
術
館
悶
展
し

を
瀾
催
し
ま
す
．

　
シ
カ
ゴ
美
術
館
を
特
徴
づ
け
る
大

き
な
特
色
は
、
牽
九
世
紀
の
フ
ラ
ン

ス
印
激
派
・
後
期
印
象
派
絵
醐
お
よ

び
二
十
世
紀
葵
術
、
自
岡
ア
メ
リ
カ

の
十
九
・
二
十
世
紀
羨
術
の
収
蔵

の
多
さ
紅
あ
り
ま
す
。

　
今
働
の
特
甥
展
は
、
窯
に
印
療
派

以
降
の
十
九
盤
紀
の
フ
ラ
ン
ス
・
ア

メ
リ
カ
の
代
表
的
名
作
を
選
び
、
二

十
世
紀
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
を
概

観
し
な
が
ら
、
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の

成
熟
に
光
を
当
て
た
も
の
で
す
。

　
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
、
シ
カ
ゴ
葵

術
館
の
塩
翻
の
数
々
を
心
ゆ
く
ま
で

ご
鑑
欝
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
悶

　
繭
月
二
牽
欝
（
水
）
か
ら
鷺
月
工
十

九
鷺
（
醸
〉
ま
で

▼
展
派
作
品

　
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ
、
セ
ザ
ン

ヌ
、
モ
ネ
、
マ
ネ
、
マ
テ
ィ
ス
、
ピ

カ
ソ
、
　
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
な
γ
エ
ハ
十
七
薦
㈹

▼
入
館
料
（
当
β
券
）

〇
一
般
　
　
　
　
…
、
一
〇
〇
円

○
大
学
・
高
校
盆
　
　
　
八
○
○
円

Q
中
掌
・
小
学
生
　
　
　
弧
○
○
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
県
立
近
代
美
術
館

　
管
〇
二
五
八
…
二
八
…
照
｝
一
ご
一

V・ヴァン・ゴッホの子守りをする

マダム・ルーラン

新
刊
図
書
が
入
鱗
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
公
鋭
館
の
図
書
璽
に
新
刊
図
書
が

入
り
ま
し
た
の
で
ご
利
朋
く
だ
さ
い
。

▼
虫
な
新
刊
図
書
名

段
塞
を
だ
め
に
し
た
九
人
の
政
治
家

想
い
患
か
く
れ
ん
ぼ

黛
米
コ
メ
戦
争

頴
メ
作
り
は
ほ
ん
と
に
必
要
か

コ
メ
自
磁
化
の
落
し
穴

明
け
方
の
夢
ハ
上
・
下
）

水
翻
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト

飛
鳥
神
芦
殺
人
旅
情

蜜
士
由
麓
悪
女
の
森

古
代
王
権
と
女
牲
た
ち

蕉
療
最
葡
線
の
名
鷹
た
ち

鈍
弗
に
も
角
が
あ
る

普
賢
鳴
り
や
ま
ず

折
々
の
敵
歩
遵

綴
川
象
の
大
陰
諜

出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
方
は
異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

大
変
ご
曹
労
様
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
先
で
各
種
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
各
事
業
勝
発
行
の

離
脱
証
萌
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
役

場
の
窓
臓
で
國
罠
健
康
保
険
撫
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
へ
㊥
あ
保
険
誕

を
持
っ
て
行
か
れ
た
方
、
学
生
で
就

職
さ
れ
た
方
は
㊥
の
保
険
証
を
至
急

役
場
に
返
し
て
く
だ
さ
い
、

　
ま
た
、
匿
療
機
関
で
診
療
を
受
け

る
時
は
、
月
一
畷
保
険
羅
を
必
ず
見

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
が
変
っ
て
、
濠
だ
新
し
い

保
険
証
が
手
元
に
儘
い
て
い
な
い
場

禽
は
、
そ
の
醤
を
医
療
機
関
の
窓
口

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
譲
の
切
替
え
が
遅
れ
た
り
、

鷹
療
機
関
へ
の
保
験
証
提
示
を
怠
る

と
、
薩
療
費
が
全
額
葭
己
負
揖
に
な

っ
た
り
、
二
重
に
講
求
さ
れ
た
り
し

ま
す
の
で
濾
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
六
年
事
業
所
名
簿
整
備
調
査
に
ご
協
力
を

　
平
成
六
年
事
難
小
所
名
簿
整
備
調
登

は
鴎
月
二
十
段
現
在
の
、
麟
内
の
す

べ
て
の
畏
営
事
業
所
を
対
象
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

　
纂
業
所
と
は
、
　
噂
物
の
生
産
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
事
業
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
π
疋
の
場
所
し
の
こ

と
で
あ
り
、
書
い
替
え
れ
ば
営
利
・

非
営
利
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
業

を
行
う
こ
と
に
よ
り
収
入
を
得
て
い

る
、
あ
る
い
は
生
翫
を
立
て
て
い
る

人
が
い
る
～
定
の
場
所
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
調
奮
は
累
短
事
が
任
命
し
た
調
蓋

轟
が
、
撹
蚤
基
本
調
蕊
鷺
域
内
に
所

荏
す
る
事
業
駈
の
名
称
・
従
業
蝿
数

等
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
三
年
の
調
奮
照
以
前
か
ら
存

続
し
て
い
る
審
業
所
に
つ
い
て
は
、

聞
き
取
り
の
方
法
に
よ
り
異
動
の
確

認
及
び
所
要
の
修
正
を
行
い
ま
す
。

　
新
設
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
事
業

憲
等
　
薩
接
調
鷹
票
に
認
入
す
る
方

法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
．

①
事
業
斯
の
名
称
及
び
電
謡
番
畢

②
漸
雀
地

③
事
業
の
種
類

④
従
業
者
数

」3



ー
O
m
F

指
　

％

款傘

」

’4

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
春
休
み
開
け
に
は
、
新
規
に
免
許

を
取
得
さ
れ
た
方
の
バ
イ
ク
や
車
が

増
加
し
ま
す
。

　
濠
た
、
霧
ど
け
を
待
っ
て
い
た
か

の
よ
う
に
子
供
た
ち
が
麗
外
で
遊
び

は
じ
め
ま
す
。

　
簿
隼
こ
の
季
節
に
は
、
交
通
嚢
故

が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
中
で
も
交

通
弱
嶺
と
い
わ
れ
る
子
供
や
お
無
寄

り
が
大
半
を
薦
め
て
い
ま
す
．

　
そ
の
た
め
県
で
は
、
驚
町
村
・
所

轄
讐
察
署
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
い
ろ

い
ろ
な
交
遜
安
全
運
動
を
展
闘
し
て

い
ま
す
。

　
運
動
の
ス
鶯
ー
ガ
ン
は

　
子
ど
も
に
は
　
お
と
な
が
示
そ
う

　
　
　
　
交
通
マ
ナ
ー

　
璽
点
事
項
と
し
て
次
の
黒
点
を
あ

げ
て
い
ま
す
、

榊
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
薫
馬
の
徹
底

二
、
子
供
の
交
通
議
故
防
止

三
、
窩
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
る
と
、

璽
傷
を
負
う
よ
う
な
事
故
で
も
軽
傷

で
す
ん
だ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
無

傷
で
す
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
交
遜
ル
；
ル
を
嘗
り
、

お
互
い
に
事
故
を
趨
さ
な
い
よ
う
、

ま
た
遇
わ
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
繋

　
　
　
　
遷
煮

　
　
　
　
　
　
鋸
繁
、

　
　
　
　
　
　
へ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
フ

　
　
　
　
　
　
＾
．
0

上
越
保
健
所
健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
病
餓
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
役

立
つ
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
聴
闘
帯
は
、
響
郷
午
後

五
時
か
ら
翌
環
の
朝
八
蒋
三
十
分
、

土
・
沼
曜
懸
と
筏
照
は
終
嬢
実
施
し

て
い
ま
す
、

　
な
お
、
電
謡
番
弩
と
闘
・
五
月
分

の
内
容
は
次
の
と
お
り
磐
、
す
。

　
岱
〇
二
五
五
－
工
署
マ
π
鳳
一
鷹

⑩
鍔
曜
臓
…
「
抱
き
ぐ
せ
」
っ
て
、

　
　
　
　
　
そ
ん
な
に
悪
い
の
？

◎
火
曜
総
：
∴
人
暮
ら
し
の
賢
い
食

　
　
　
　
票
作
り

⑰
水
曜
鰻
…
不
眠
に
つ
い
て

　
　
　
　
…
放
っ
て
お
け
・
な
い
爾
こ

　
　
　
　
　
り
・

⑪
金
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労働保険の申告・納付は早めに
　平成6葎度の年度更新における労働保険料の串魯と納付の受舛

は5月16鶏1月〉濠でですウ

まだ、手続きの済んでいない事業主の魏ま、できるだけ単めに

保険榊舗に保険料を添えて、最寄紛銀行等に鮒してくだ

さい。

　くわしくは、十礒町労働基準監督署へお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費0257－52－2079

　　　　　犬を飼われていう方へ

　犬の狂犬病予防濡窮が下難の蟹程で行われます。

　この浅購は、一年に一回は受けなければいけませんので、犬を

飼われている方は必ず受けてください。
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ただき、くわしい臼程や場斯塗どを闘恥てください。

翻程4月25臼・26離各駆糠落ご鷹輔を決めて実
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◎鯛鮒小学生以、h（ただし、安全確保のため身即20c醐

　下及び体重9蝕g以上の人は搭乗できません〉．

＠灘彌料金小・中学生獅臥一般30粥
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温泉センター翠の湯

7日・14濤
　　　　15日・39日
2董日・28β

12日・26日総日・3舶

おめ罎薦催鑑》　　（生期鋤
悠太ちゃん　渡辺新一・まち子さんの長男

　　　　肇由（、熱根〉　　6・3弓至

お《瀞み《羅鴛》　（死亡鰐脚
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　　　　橋諮（長畜）　6・3・6
小野塚愛治郎さん　88歳
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